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ja このユーザーマニュアルでは、機器を使用する際の最初の手順について簡単に説明し
ます。これにより、安全で効率的な取り扱いが可能になります。操作者は、機器を使
用して作業を実施する前に本説明書を注意深く読んで理解する必要があります。

すべての情報については、必ずリファレンスマニュアル (RM) を参照してください。

u www.mt.com/HE73-RM

ko 본 사용자 매뉴얼은 기기의 사용법에 대한 첫 번째 단계의 요약 안내입니다. 안내에 따라
안전하고 효율적으로 분석을 수행할 수 있습니다. 직원은 어떠한 작업이든 수행하기 전
에 이 매뉴얼을 자세히 읽고 숙지해야 합니다.

모든 정보는 항상 참조 매뉴얼(RM)을 참조해 주십시오.

u www.mt.com/HE73-RM

zh 本《用户手册》提供了关于使用该仪器的第一步的简要说明。这样可确保安全与高效的

操作。操作人员在执行任何任务之前必须仔细阅读并理解本手册。

有关完整信息，请查阅《参考手册（RM）》。

u www.mt.com/HE73-RM

th คู่มอืผู้ใชน้ี้เป็นคำ�แนะนำ�ฉบบัยอ่เกี่ยวกบัขัน้ตอนแรกในการใชง้านเครื่องมอื เพื่อชว่ยใหค้ณุมั่นใจใน
การใชง้านอยา่งปลอดภยัและมปีระสทิธภิาพ บคุลากรตอ้งอา่นและทำ�ความเขา้ใจคู่มอืนี้อยา่ง
รอบคอบกอ่นปฏบิตังิานใด ๆ
สำ�หรับขอ้มลูทัง้หมด โปรดอา่นจากคู่มอือา้งองิ (RM) เสมอ

u www.mt.com/HE73-RM

https://www.mt.com/HE73-RM
https://www.mt.com/HE73-RM
https://www.mt.com/HE73-RM
https://www.mt.com/HE73-RM
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ja 1 蓋 2 蓋を開けるためのハンドル

3 保護ガラス 4 リフレクター

5 温度センサ 6 オーバーヒート保護機能

7 ハロゲンランプ 8 サンプルチャンバー

9 サンプル受け皿ホルダー 10 風防

11 サンプル受け皿ハンドラー 12 水準器

13 ディスプレイ 14 操作キー

15 水平調整脚 16 盗難防止用スロット

17 電源ソケット 18 ファン

19 電源ヒューズ 20 RS232Cシリアルインターフェース

ko 1 덮개 2 덮개(리드)를 여는 핸들
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3 보호 유리 4 반사기

5 온도 센서 6 온도 과부하 방지

7 할로겐 램프 8 샘플 챔버

9 샘플 팬 홀더 10 드래프트 쉴드

11 샘플 팬 처리기 12 수평 표시기

13 디스플레이 14 조작 키

15 수평 조정 발 16 도난 방지용 슬롯

17 전원공급장치 소켓 18 팬

19 전원 퓨즈 20 RS232C 시리얼 인터페이스

zh 1 盖子 2 用于打开盖子的手柄

3 防护玻璃 4 反射器

5 温度传感器 6 温度过载保护

7 卤素灯 8 加样腔

9 样品盘支架 10 防风罩

11 样品盘手柄 12 水平指示器

13 显示器 14 操作键

15 水平调节脚 16 防盗装置连接点

17 电源插座 18 风扇

19 电源线路保险丝 20 RS232C串行接口

th 1 ฝา 2 มอืจับสำ�หรับการเปิดฝา

3 กระจก ป้องกนั 4 แผน่สะทอ้น

5 เซน็เซอรว์ดัอณุหภมูิ 6 ตวัป้องกนัอณุหภมูเิกนิ

7 หลอดฮาโลเจน 8 ชอ่งใสต่วัอยา่ง.

9 ที่วางจานใสต่วัอยา่ง 10 ตู้ครอบกนัลม

11 ที่จับจานใสต่วัอยา่ง 12 ตวัแสดงระดบัระนาบ

13 จอแสดงผล 14 ปุ่มควบคมุการ ทำ�งาน

15 ขาปรับระดบั 16 ชอ่งใสอ่ปุกรณส์ำ�หรับป้องกนัการโจรกรรม

17 ชอ่งเสยีบแหลง่จา่ยไฟ 18 พัดลม

19 ฟิวสส์ายไฟ 20 การเชื่อมตอ่แบบ RS232C
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Overview operation keys

A B

ja 名称 一般的な動作 乾燥プロセス中の動作 メニューモードの動作

メソッドA メソッドAを有効にしま
す。

– –

メニュー ユーザーメニューに入
る。

– レベル1でスクロー
ル。

– オン

– オフ

– スイッチオン

– スタンバイモードへ
の切り替え。

スタンバイモードへの切り替え。

– ゼロ設定ま
たは風袋引き

– 上へ

ゼロ設定または風袋引
きを実行。

– 前のアイテムにスク
ロール。

– 開始

– 下へ

乾燥プロセスの開始。 – 次のアイテムにスク
ロール。

– 停止

– 確定

– 乾燥プロセスの停止。 – 現在のアイテムを確
定。

– 1レベルダウン。

– 印刷

– キャンセ
ル /
終了

パラメータと設定を印
字。

中間値を印字。 1レベルアップ。

温度 乾燥温度の設定。 プリセット温度を2秒
間表示。

–

メソッドB メソッドBを有効にし
ます。

– –

ko 이름 일반적인 동작 건조 공정 중 동작 메뉴 모드에서 동작

분석법 A 분석법 A 활성화. – –

메뉴 사용자 메뉴 입력. – 레벨 1에서 스크롤.

- 켜짐

- 꺼짐

- 스위치 켜짐.

- 대기 모드로 전환

대기 모드로 전환
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이름 일반적인 동작 건조 공정 중 동작 메뉴 모드에서 동작

- 영점 또는
용기 중량

- 위(U)

영점 또는 용기 중량을
실행합니다.

– 이전 항목으로 스크롤.

- 시작

- 아래(W)

건조 공정 시작. – 다음 항목으로 스크롤.

- 정지

- 입력하기

– 건조 공정 중지. - 현재 항목 확인.

- 한 단계 아래로.

- 인쇄

- 취소 /
나가기

파라미터 및 설정 인쇄. 중간 값 인쇄. 한 단계 위로.

온도 건조 온도 설정. 2초 동안 프리셋 온도
표시.

–

분석법 B 분석법 B 활성화. – –

zh 名称 一般功能 干燥过程中的功能 菜单模式下的功能

方法A 激活方法A。 – –

菜单 进入用户菜单。 – 在第1级中滚动。

– 打开

– 关闭

– 开机。

– 切换到待机模式。

切换到待机模式。

– 置零或去皮

– 升温

执行置零或去皮。 – 滚动至前一项

– 开始

– 降温

启动干燥过程。 – 滚动至下一项。

– 停止

– 回车

– 停止干燥过程。 – 确认当前项。

– 下移一级。

– 打印

– 取消/
退出

打印参数和设置。 打印中间值。 上移一级。

温度 设定干燥温度。 显示预先设定的温度,
和关闭标准2秒钟。

–

方法B 激活方法B。 – –

th ชื่อรายการ พฤตกิรรมโดยท ั่วไป พฤตกิรรมในระหวา่ง
การอบแหง้

พฤตกิรรมในโหมดเมนู

รปูแบบ A เรยีกใชง้านรปูแบบ A – –



6

ชื่อรายการ พฤตกิรรมโดยท ั่วไป พฤตกิรรมในระหวา่ง
การอบแหง้

พฤตกิรรมในโหมดเมนู

เมนู เขา้สู่เมนูผู้ใช ้ – เลื่อนในระดบั 1

– เปิด
– ปิด

– เปิด เครื่อง
– เปลี่ยนเป็นโหมด
สแตนดบ์าย

เปลี่ยนเป็นโหมดสแตนดบ์าย

– Zero or tare

– ขึ้น
ปรับศนูยห์รอื Tare – เลื่อนไปสู่รายการกอ่นหนา้

– เริ่มตน้
– ลง

เริ่มกระบวนการอบแหง้ – เลื่อนไปยงัรายการถดัไป

– หยดุ
– ป้อน

– หยดุกระบวนการอบแหง้ – ยนืยนัรายการปัจจบุนั
– ลงหนึ่งระดบั

– พมิพ์
– ยกเลกิ /
ออก

พมิพพ์ารามเิตอรแ์ละการ
ตัง้คา่

พมิพค์า่กลาง ขึ้นหนึ่งระดบั

อณุหภมูิ ตัง้คา่อณุหภมูอิบแหง้ แสดงอณุหภมูทิี่ตัง้คา่ลว่ง
หนา้เป็นเวลา 2 วนิาที

–

รปูแบบ B เรยีกใชง้านรปูแบบ B – –
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1 はじめに
この度はメトラー・トレドのハロゲン水分計をご購入いただき、誠にありがとうございます。こ
の水分計は、高い性能と使いやすさを兼ね備えています。

本書は、ソフトウェアバージョンV1.02に基づいています。

EULA

本製品のソフトウェアは、メトラー・トレドソフトウェア用のエン
ドユーザーライセンス契約（EULA）に基づきライセンス許諾されて
います。

本製品を使用する場合は、EULAの条件に同意する必要があります。

u www.mt.com/EULA

1.1 追加文書と情報
この文書はオンラインで他の言語で利用可能です。

u www.mt.com/moisture

ドキュメントの検索 u www.mt.com/library

詳細については、 メトラー・トレド 代理店またはサービス担当者にお問い合わせください。

u www.mt.com/contact

1.2 頭字語と略語
元の用語 翻訳された

用語
説明

AC Alternating Current

(交流)

DC Direct Current

(直流)

EMC Electromagnetic Compatibility

(電磁両立性)

FCC Federal Communications Commission

(連邦通信委員会)

RM Reference Manual

(リファレンスマニュアル)

SNR Serial Number

(シリアル番号)

SOP Standard Operating Procedure

(標準作業手順)

UM User Manual

(ユーザマニュアル)

USB Universal Serial Bus

日
本
語
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1.3 コンプライアンス情報
FCCサプライヤ適合宣言書といった国家承認文書はオンラインで入手可能または/およびパッケージ
に含まれています。

u http://www.mt.com/ComplianceSearch

機器の各国固有のコンプライアンスに関する質問については、 メトラー・トレドにお問い合わせ
ください。

u www.mt.com/contact

2 安全性に関する情報
この機器には「ユーザマニュアル」と「Reference Manual」の二つの文書が添付されています。

ユーザマニュアルは印刷版であり、本機器に同梱されています。
Reference Manualは電子版であり、機器とその使用法についての詳細な説明が記載されていま
す。
今後の参照に備えて両方の取扱説明書を保管してください。
機器を第三者に譲渡するときは、取扱説明書を両方とも添付してください。

ユーザマニュアルおよびReference Manualに従い、本機器をご使用ください。取扱説明書に従って
機器を使用されない場合や改ざんされた場合、機器の安全性が損なわれる恐れがありますが、こ
れに関して Mettler-Toledo GmbH は一切責任を負いません。

2.1 注意喚起の表示および警告記号の意味
安全上の注意には、安全の問題に関する重要な情報が含まれています。安全上の注意を疎かにす
ると、機器の損傷、故障および誤りのある測定結果や怪我の要因となります。安全上の注意に
は、次の注意喚起（注意を促す語）および警告記号を付けています。

警告文

危険 回避しないと、死亡事故または重度の事故や重傷を招く恐れや、高い危険性
を伴う状況に対して発せられます。

警告 死亡事故または重度の事故や重傷を招く恐れがある、中程度の危険状態に対
する注意喚起。

注意 軽中度の負傷を招く恐れがある、軽度の危険状態に対する注意喚起。

注記 測定装置もしくは他の器物の損傷、エラーや故障、データ喪失を招く恐れが
ある、軽度の危険状態に対する注意喚起。

警告記号

一般的な危険性 高温注意

備考

4 ハロゲン水分計が
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2.2 製品固有の安全注記

用途
この機器は、熟練したスタッフが使用するように設計されています。この機器はサンプルの乾燥
による重量の低下を測定するためのものです。

Mettler-Toledo GmbH の同意なしにMettler-Toledo GmbH が指定した使用限界を超えた使用および操作
はすべて、用途外とみなされます。

水分率測定アプリケーションは、ユーザーが属する地域の規制に従って、最適化と検証を実施す
る必要があります。 メトラー・トレドによって提供されるアプリケーション別のデータは、あく
まで参考としてご利用ください。

機器所有者の責任
機器の所有者とは、機器の法的所有権を有し、また機器を使用やその他の人が使用することの管
理を行う、または法的に機器のオペレーターになるとみなされる人のことです。機器の所有者
は、機器の全ユーザーおよび第三者の安全に責任があります。

Mettler-Toledo GmbH は、機器の所有者がユーザーに対して、仕事場で機器を安全に使用し、潜在的
な危険に対応するための研修を行うことを想定しています。Mettler-Toledo GmbHは、機器の所有者
が必要な保護用具を提供することを想定しています。

安全に関する注意事項

 警告
感電による死亡事故または重傷
通電部品に触れると負傷や死亡事故を招く恐れがあります。緊急事態において、機器
をシャットダウンできない場合は、人的負傷や機器の損傷を招く恐れがあります。

1 機器に印字されている電圧とお住まい地域の電源の電圧が一致するかを確認して
ください。﻿ 一致しない場合は、電源に絶対に接続しないでください。この場合は
直ちに メトラー・トレド 販売代理店にご連絡ください。

2 機器を接続するときは、付属のメトラー・トレド接地線付き3ピン電源ケーブルの
みを使用してください。

3 接続先は、三本足電源ソケット(接地極つき)だけにしてください。

4 装置を稼働する際は、標準の延長ケーブル(機器接地線つき)のみを使用してくだ
さい。

5 電源コードが手の届く範囲内にあることを確認してください。

6 ケーブルは、破損や作業の妨げを起こさないように設置します。

7 すべての電気ケーブルと接続を液体に近づけないようにしてください。

日
本
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 警告
有害物質または腐食物質による負傷または死亡事故
例えば酸などの有害または腐食性の物質を加熱すると、有害または腐食性の蒸気が発
生し、それが皮膚や目に接触した場合や吸入した場合は負傷につながる原因になる可
能性があります。

1 化学薬品および溶剤を使用するときは、メーカーおよびラボの基本的な安全規則
に従ってください。

2 換気の良い場所に機器を設置してください。

3 有毒ガスを発生する乾燥物質を使用する場合、機器をドラフトチャンバーの中に
置いてください。

 警告
可燃性の溶媒による死亡または重傷
可燃性の溶媒が機器の近くにあると、引火して火災や爆発を招く恐れがあります。

1 可燃性の溶媒は機器から遠ざけておいてください。

2 化学薬品および溶剤を使用するときは、メーカーおよびラボの基本的な安全規則
に従ってください。

 注意
高温の表面による火傷
稼働中の機器のパーツは、接触すると火傷の原因となる温度に達することがありま
す。

1 警告記号がある場所に触れないでください。

2 熱がこもってオーバーヒートしないように、水分計の回りに充分なスペースを確
保して下さい（水分計の上部は約1メートルのスペースが必要です）。

3 サンプルチャンバーの上に覆いやテープまたは障害物を置かないでください。他
のどのような方法でも通気穴を改ざんしないでください。

4 サンプルを取り出す時はご注意ください。サンプル、サンプルチャンバー、風
防、サンプル受け皿は非常に高温になることがあります。

5 稼働中に加熱モジュールを開かないでください。開く前に必ず完全にクールダウ
ンしてください。

6 どのような方法でも、加熱モジュールを改変しないでください。

6 ハロゲン水分計が



注記
腐食性物質および蒸気に起因する機器の損傷
腐食性物質および腐食性蒸気は、機器を損傷する可能性があります。

1 化学薬品および溶剤を使用するときは、メーカーおよびラボの基本的な安全規則
に従ってください。

2 サンプル物質に接触する機器パーツがそれによって改変されないよにしてくださ
い。

3 稼働後は、腐食性蒸気の水滴をぬぐい落としてください。

4 少量のサンプルで作業してください。

注記
部品を正しく使用しないと機器の損傷や故障を招く恐れがある
お使いの機器専用のメトラー・トレドからの部品のみを使用してください。

スペアパーツおよび付属品のリストは参照マニュアルに記載されています。

3 機器構成と機能
詳細については、リファレンスマニュアル (RM) を参照してください。

u www.mt.com/HE73-RM

3.1 概要
本取扱説明書の始めにある「Overview」(図と凡例) のセクションをご覧ください。

3.2 ディスプレイ

3.2.1 表示エリアの概要

A B

8 7 6 5 4

1 2 3

1 プログレスインジケータエリア 2 メインエリア

3 単位 / サービス / 調整エリア 4 温度エリア

5 メソッドエリア 6 ユーザーガイダンスエリア

日
本
語
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7 加熱モードエリア 8 スイッチオフと時間エリア

3.2.2 アイコン

アイコン 機能 アイコン 機能

不安定な値の表示 乾燥温度

計算値の表示 温度単位

負の値の表示 サービスモード（サービス技術
者のみ使用）

スイッチオフ基準 自動または時
間設定

分銅調整

乾燥モード «標準» ユーザーガイダンス

乾燥モード «急速» プログレスインジケータ

メソッドAかBかを表示します。 水分率測定の終了

3.2.3 プログレスインジケータ

プログレスインジケータは乾燥プロセスの進捗状況を示します。

ステータ
ス

グラフ 自動スイッチオフ 時限スイッチオフ

1 乾燥プロセスが開始します。 乾燥プロセスが開始します。

2 30秒後。 時間の1/5経過後。

3 1分後、 時間の2/5経過後。

8 ハロゲン水分計が



ステータ
ス

グラフ 自動スイッチオフ 時限スイッチオフ

4 平均重量損失が15秒当たり1 mg
であるとき。

時間の3/5経過後。

5 平均重量損失が30秒当たり1 mg
であるとき。

時間の4/5経過後。

6 自動スイッチオフに達したと
き。

結果とEND（終了）が表示され
ます。

合計時間に達する。

結果とEND（終了）が表示され
ます。

3.2.4 ユーザーガイダンス

ユーザーガイダンスアイコンは、乾燥プロセスをステップごとに案内します。アイコンが点滅し
たら、次のステップを実行できます。

アイコン ステータス 説明

– 空のサンプル受け皿を置いて、風袋引きを実行しま
す。

注記
風袋引きは蓋を閉めた状態でのみ可能です。

測定の準備が完了 サンプルをサンプル受け皿にのせます。

– 蓋を閉めます。

開始の準備 測定の開始。

蓋を開けたまま測定が
開始されました。

蓋を閉めます。

アイコンなし – 測定が実行中か、完了しています。ユーザーによる
操作は必要ありません。

日
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4 設置と操作

4.1 据付場所の選択
水分計は感度の高い精密機器です。設置する場所によって、測定結果の精度が大きく左右されま
す。

据付場所の要件

室内の安定したテーブ
ルに配置

十分な間隔を確保 機器を水平に調整 適切な明るさを確保

直射日光が当たらない 振動しない 強風に晒されない 温度変化が少ない

環境条件を考慮します。"技術データ"を参照してください。

水分計の十分な間隔： 機器の左右は15 cm以上、蓋の上は1 m以上

4.2 水分計の開梱
パッケージを確認して、抜けているものがないか、また損傷している部品がないか確認します。
万が一部品が損傷している場合は、メトラー・トレド 代理店にお問い合わせください。

以下も参照してください

輸送、梱包、保管   17 ページ

4.3 付属品

水分計

乾燥ユニット
風防
サンプルハンドラー
サンプル受け皿ホルダー

国別仕様の電源ケーブル
国別仕様のスペアヒューズ

印刷物

ユーザマニュアル
水分率測定ガイド

適合宣言書
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アクセサリ

アルミ製サンプル受け皿、80枚
試料サンプル（ガラスファイバーフィル
ター）

保護カバー
SmartCalサンプル、2つ

4.4 設置

注記
サンプル受け皿ハンドラーの間違った使用による誤った結果
サンプルとサンプル受け皿は正しく取り扱わないと、誤った結果につながることがあ
ります。

サンプル受け皿ハンドラーは必ず適切かつ慎重にサンプル受け皿ホルダーにセッ
トしてください。

3

2

1

1 蓋を開けます。

2 風防（1）を取り付けます。正しい位置に配置する
と固定されます。

3 サンプル受け皿ホルダー（2）を置きます。正しい
位置に納まるまで、サンプル受け皿ホルダーを回
転させます。

4 サンプル受け皿ハンドラー（3）を置きます。

4.5 使用準備

4.5.1 機器の接続

 警告
感電による死亡事故または重傷
通電部品に触れると負傷や死亡事故を招く恐れがあります。

1 お使いの機器に適したメトラー・トレド電源ケーブルのみをご使用ください。

2 電源ケーブルをアース付き電源コンセントに接続します。

3 電気ケーブルと接続部材はすべて、液体や湿気から離れた場所に保管してくださ
い。

4 ケーブルと電源プラグに損傷がないことを確認し、損傷があれば交換してくださ
い。

日
本
語

11ハロゲン水分計が



1 ケーブルは、破損しないように、また作業の妨げ
にならないように設置します。

2 AC/DCアダプタのプラグを装置の電源インレットに
差し込みます。

3 電源ケーブルのプラグを、手の届きやすい場所に
ある接地付き電源コンセントに挿入します。

注
装置をスイッチで制御されたコンセントに繋がないでください。装置の電源を入れた後、正確な
結果を出す前にウォームアップする必要があります。

以下も参照してください

一般データ   21 ページ

4.5.2 機器のスイッチを入れる

ウォームアップ
水分計で正確な測定を行うには、ウォームアップの必要があります。これには、機器を接続して
から少なくとも1時間かかります。スタンバイ状態からスイッチを入れた場合は、すぐに使用でき
ます。

1 機器を電源に接続します。

2 スイッチをオンにするには、[ ]を押します。

ディスプレイが点灯します。

機器はすぐに使用できます。

4.5.3 機器を水平に調整
正確な水平位置と安定した設置は、繰り返し性と正確性を備えた測定結果を得る上で欠かせない
条件です。設置場所にある小さな凹凸や傾き (±2 %)を補正するには、機器を水平に設置しなけれ
ばなりません。

L R

機器は、設置場所が変わるたびに水平調整を実施して
ください。
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正確な水平位置を確保するために、機器には水準器（レベル）と2本の水平調整脚が付いていま
す。気泡がちょうど水準器の中心にあるとき、機器は完全な水平性を保って設置されています。
機器を水平に設置するには、以下の手順に従ってください。

1 選定した場所に機器を配置します。

2 水準器の中心に気泡が来るよう、2本の水平調整脚
を回転させます。

L = 左の水平調整脚
R = 右の水平調整脚

12時の位置の気
泡：

2 つの脚を時計回りに回してくださ
い。

3時の位置の気
泡：

左の脚を時計回りに、右の脚を反時
計回りに回してください。

6時の位置の気泡: 2つの脚を反時計回りに回してくださ
い。

9時の位置の気
泡：

左の脚を反時計回りに、右の脚を時
計回りに回してください。

4.5.4 機能チェックの実施
SmartCalテストで水分計が正しく機能するかテストします。2つのSmartCalサンプルが付属していま
す。

SmartCalテストは機器の機能を迅速かつ総合的にテストします。SmartCalTMは、特定の温度で特定の
時間加熱したときの水分含有量値が正確に定義されている粒状の試験物質です。SmartCalTMで測定
を実行し、その結果を管理限界と比較することにより、内蔵天びんと温度センサの両方が機能し
ているか、機器が正しく機能しているかをテストすることができます。

SmartCalテストは、推奨される定期的な分銅テストまたは温度テストよりも優先して実施されるこ
とはありません。

SmartCalの詳細については、製品ページをご覧ください。

www.mt.com/smartcal

4.5.4.1 点検の実施

機器は室温です。

1 Menuを押します。

2 [ ]または[ ]を使用して、CALを選択します。

3 [ ]または[ ]を使用して、S.CALを選択します。

4 [ ]または[ ]を使用して、温度を70 °C、100 °C、130 °C、または 160 °C に設定します。
アプリケーションに最も適した温度を選択します。

5 [ ]で入力を確定します。

6 蓋を開けます。

日
本
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1

2

3

7 空のサンプル受け皿（1）をサンプル受け皿ハンド
ラー（2）に入れます。

8 サンプル受け皿ハンドラー（3）を風防に入れま
す。サンプル受け皿ハンドラーの取付け金具が風
防のスロットにちょうど納まっていることを確認
します。受け皿は受け皿ホルダーへ水平に置かな
ければなりません。

9 蓋を閉めます。

機器は自動的に風袋引きされます。

12

10 SmartCalスティック（1）をブリスターパックから
取り外し、全ての内容物を均等にサンプル受け皿
（2）の上に広げます。必要であれば、サンプル受
け皿を注意深く回転・傾斜させ、粒を完全に広げ
ます。

11 蓋を閉めます。

テスト測定が自動的に開始します。

4.5.4.2 テスト結果の評価
SmartCalテストの結果を以下の管理限界と比較して、設定管理限界を超えているかを評価します。

乾燥温度 SmartCal

70 °C 3.2...4.4 %MCN

100°C 5.2...6.4 %MCN

130 °C 7.4...8.8 %MCN

160 °C 9.9...11.7 %MCN

MCN = 正規化水分含有量（温度と湿度を考慮した計算値）

4.5.4.3 テスト失敗後の対策
テストに失敗した場合、次のように対処します。

1 機器の冷却が終了したら、テストを再び行い、すべてのステップが正しく実行されていること
を確認します。

2 失敗が続く場合は、まず分銅調整を実行します。

3 SmartCalテストをもう一度行い、それでも失敗が続く場合は、温度調整を実行します。

4 失敗が続く場合は、"トラブルシューティング"を参照してください。

テストと調整の詳細については、リファレンスマニュアル（RM）を参照してくださ
い。

u www.mt.com/HE73-RM
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4.5.5 機器をスタンバイモードにする
を押すと、機器はスタンバイ状態になります。 を再度押して、スタンバイ状態を終了します。

4.5.6 機器のスイッチを切る
機器のスイッチを完全にオフにするには、電源から切り離す必要があります。

を押すと、機器はスタンバイ状態になります。

4.6 簡単な測定の実施

最初の測定には、付属の試料サンプル（吸収性ガラスファイバーフィルター）を使用します。

メソッド と の工場出荷時設定は同じです。最初の測定にはどちらかのメソッドを使用します。

4.6.1 蓋の開閉

1

蓋を開けるには、ハンドル（1）を持ち上げます。

4.6.2 機器の風袋引き
次の測定を実施する前に、機器は必ず風袋引きする必要があります。

1

2

3

1 または キーを押してメソッドを選択します。

2 蓋を開けます。

ユーザーガイダンスアイコン が表示され
たら、空のサンプル受け皿を置きます。

3 空のサンプル受け皿（1）をサンプル受け皿ハンド
ラー（2）に入れます。

4 サンプル受け皿ハンドラー（3）を風防に入れま
す。サンプル受け皿ハンドラーの取付け金具が風
防のスロットにちょうど納まっていることを確認
します。受け皿は受け皿ホルダーへ水平に置かな
ければなりません。

5 蓋を閉めます。

機器は自動的に風袋引きされます。

日
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4.6.3 測定の実施

1

1 蓋を開けます。

2 ガラスファイバーフィルター（1）をサンプル受け
皿に入れます。

3 表示重量が少なくとも0.5 g（サンプルの必要最小
計量値）になるまで、水を数滴垂らして試料サン
プルを湿らせます。
注
乾燥プロセスは、最小計量値に達しないと開始で
きません。

ユーザーガイダンスアイコン が表示された
ら、蓋を閉じます。

4 蓋を閉めます。

測定が自動的に開始します。

測定中、ディスプレイには以下が表示されます。
– 測定の進捗状況 (プログレスインジケータ)。
– サンプルチャンバー内の現在の温度。
– 測定プロセスの開始から経過した時間。
– 選択されたディスプレイモードでの現在の結果。

測定が終了すると、プログレスインジケータにEND（終了）と表示されます。

4.6.4 測定の完了

 注意
高温の表面による火傷
サンプルやサンプル受け皿など、サンプルチャンバー内の部品はまだ高温の可能性が
あるため、触れると怪我をするおそれがあります。

1 警告記号が付いているハウジングには触れないでください。

2 サンプル受け皿ハンドラーのみを使用して、サンプル受け皿を外します。

16 ハロゲン水分計が



測定が終了します。

1 蓋を開けます。

2 サンプルチャンバーからサンプル受け皿ハンド
ラーを慎重に外します。

3 ハンドラーからサンプル受け皿を外すには、受け
皿をわずかに引き上げて、受け皿を横に引き出し
ます。
これ以上サンプルとサンプル受け皿を使用しない
場合は、ハンドラーを傾け、受け皿をスライドさ
せて外すことができます。

4.7 輸送、梱包、保管

4.7.1 近距離の運搬
1 AC/DCアダプターを外し、インターフェースケーブ
ルをすべて抜きます。

2 水分計を両手で持ち、目的の位置まで水平に運び
ます。使用場所の要件を考慮してください。

水分計の運転を再開させるには、次の手順を実行しま
す。

1 逆の順序で接続します。

2 水分計が温まるまで十分な時間待ちます。

3 水分計の水平を調整します。

4 テストを行い、必要に応じて調整します。

以下も参照してください

据付場所の選択   10 ページ

機器のスイッチを入れる   12 ページ

機器を水平に調整   12 ページ

4.7.2 長距離の運搬
水分計を長距離運搬する場合は、 必ず純正の梱包を使用してください。

4.7.3 梱包および保管

水分計の梱包
梱包材はすべて安全な場所に保管してください。純正の梱包材は、輸送中または保管中に最大限
保護できるように、機器とその構成部品に合わせて特別に開発されたものです。

水分計の保管
水分計は、以下の条件下で保管してください。

室内で純正の梱包材を使用。
環境条件を遵守。"仕様"をご参照ください。

日
本
語
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注

保管期間が6か月を超えるときは、充電式バッテリーの充電がきれている可能性があります（日付
がリセットされます）。

以下も参照してください

一般データ   21 ページ

5 メンテナンス
水分計の機能性とその結果の正確さを確保するには、ユーザによるいくつかのメンテナンスアク
ションを実行する必要があります。

詳細については、リファレンスマニュアル (RM) を参照してください。

u www.mt.com/HE73-RM

5.1 メンテナンスタスク
メンテナンスアクショ
ン

推奨される間隔 備考

清掃 毎回の使用後
サンプルの変更後
汚染等級に従って実施
社内規定（SOP）に従って実施

"クリーニング"を参照

ルーチンのSmartCalテ
ストの実施

クリーニング後 リファレンスマニュアル
の"テスト"を参照

調整の実施（分銅調
整、温度調整)

場所の変更後
テストの結果、調整が必要となった場
合

リファレンスマニュアル
の"調整"を参照

電源ヒューズの交換 ヒューズが切れた場合 "電源ヒューズの交換"を参照

以下も参照してください

電源ヒューズの交換   21 ページ

クリーニング   18 ページ

5.2 クリーニング

 注意
高温の表面による火傷
加熱モジュールの内部パーツや、サンプルチャンバー内のパーツは、接触すると負傷
の原因となる温度に達することがあります。

加熱モジュールが完全に冷却するまで待ってから、メンテナンス作業を行ってく
ださい。

18 ハロゲン水分計が
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5.2.1 清掃のために分解

5.2.1.1 サンプルチャンバーの分解

水分計の電源はオフになっています。

2

1

3

1 蓋を開けます。

2 サンプル受け皿ハンドラー（1）を外します。

3 サンプル受け皿ホルダー（2）を外します。

4 風防（3）を外します。

5.2.1.2 保護ガラスの分解
保護ガラスは、ガラスの裏側を清掃する必要がある場合にのみ取り外してください。

注記
ハロゲンランプの汚染による誤った結果
保護ガラスを取り外す際にハロゲンランプが粘着性物質と接触すると、熱が不均一に
分散し、誤った測定結果につながることがあります。

1 ハロゲンランプには触れないでください。

2 ハロゲンランプに触れた場合は、リントフリーの湿らせた布と中性溶剤（例え
ば、70%のイソプロパノールまたはエタノール）で慎重に拭きます。

必要なもの
ドライバー

水分計の電源はオフになっています。

1 2 3

1 蓋を開けます。

2 リフレクターリングを固定している4本のネジ
（1）を慎重に取り外します。

3 リフレクターリング（2）（ガラスホルダー）を取
り外します。

4 保護ガラス（3）をリフレクターリングから慎重に
取り出します。

日
本
語
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5.2.2 機器のクリーニング

注記
不適切な洗浄方法による機器の損傷
液体がハウジングに入った場合、機器に損傷を与える恐れがあります。ある種の洗浄
剤、溶剤、研磨剤によって、機器の表面が損傷することがあります。

1 機器に液体をかけたり、噴霧したりしないでください。

2 機器のリファレンスマニュアル（RM）で指定されている洗浄剤のみを使用してく
ださい。

3 機器の清掃には、少し湿らせたリントフリーの布またはティッシュのみを使用し
てください。

4 こぼした場合は、すぐに拭き取ってください。

水分計周辺の清掃
水分計の周囲の汚れや埃を掃除し、汚染を予防します。

ターミナルの清掃
糸くずの出ない布またはティッシュと中性洗浄剤でターミナルをクリーニングします。

取り外し可能な部品のクリーニング
糸くずの出ない布またはティッシュと中性洗剤で取り外し可能な部分をクリーニングします。

水分計の清掃
1 中性洗浄剤で湿らせたリントフリーの布を使用して、水分計の表面を清掃します。

2 最初に使い捨てティッシュで粉体やほこりを拭き取ります。

3 糸くずの出ない湿った布と、水で希釈した溶剤（例えば、70%のイソプロパノールまたはエタ
ノール）を使用して、粘性の高い物質を除去します。

5.2.3 洗浄後における機器の準備
1 水分計を組み立てなおします。

2 水分計を電源に接続します。

3 を押して、水分計のスイッチをオンにします。

4 水平状態を確認し、必要であれば水分計の水平調整を行います。

5 「技術データ」に指定されたウォームアップに従ってください。

6 社内規定に従って日常点検を実施してください。メトラー・トレドでは、天びん洗浄後に感度
テストを実施することをお勧めしています。

水分計を使用する準備ができました。
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5.3 電源ヒューズの交換

注記
ヒューズの誤った取り扱いによる損傷
ヒューズの誤った使用や誤った取り扱いは、機器の修復不能な損傷を招くおそれがあ
ります。

1 正しいタイプと定格値のヒューズのみを使用してください。

2 ヒューズを短絡（ブリッジ）させないでください。

電源を投入したのにお使いのターミナルのディスプレイが暗いという場合は、電源ヒューズが切
れている可能性があります。

電源ヒューズは水分計の背面にあります。

必要なもの
ドライバー
スペアヒューズの正しいタイプについては、[一般データ   21 ページ]を参照してください

手順
1 電源ケーブルを外します。

2 ヒューズホルダーのロックを解除するには、ドラ
イバーをヒューズホルダーに押し込み、少し回転
させます（最大半回転）。

3 ヒューズホルダーを引き出します。

4 ヒューズを外して状態をチェックします。

5 ヒューズが切れている場合、同タイプ、同定格の
ヒューズと交換します。

6 ヒューズホルダーを差し込み、時計方向に回して
ロックします。

7 電源ケーブルを再接続します。

以下も参照してください

一般データ   21 ページ

6 テクニカルデータ

6.1 一般データ

電源

AC 115 V AC 100 V～120 V、50/60 Hz、4 A

AC 230 V AC 200 V～240 V、50/60 Hz、2 A

電圧変動 -15%+10%

電力負荷ラジエータ 乾燥プロセス間で最大400 W

電源ヒューズ 115 V: 5 x 20 mm、F6.3AL250V (6.3 A、速断、低遮断容量)

230 V: 5 x 20 mm、F2.5AL250V (2.5 A、速断、低遮断容量)

日
本
語
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保護および規準

過電圧カテゴリー II

汚染等級 2

安全規格およびEMC規格 適合宣言書を参照 (標準付属品)

使用範囲 閉めきった室内で使用

環境条件

海抜 < 4000 m

周囲温度範囲 作動時: +10 °C～+30 °C
（動作保証 +5 °C～+40 °C）

相対湿度 最高+31 °Cで最大80%から+40 °Cで50%まで直線的に減
少
20%～80%、結露なきこと。

ウォーミングアップ時間 機器を電源に接続してから少なくとも60分。スタンバイ
モードで天びんにスイッチを入れた場合は直ちに使用可
能。

材質

加熱モジュール
ハウジング PBT-GB20

チェック用小窓グリル PPS、A504X90 (UL94-V0)

保護ガラス ガラスセラミックス

ハロゲンランプ 石英ガラス

リフレクター ステンレススチール、X2CrNiMo17-2 (1.4404)

リフレクターブラケット PPS、A504X90 (UL94-V0)

風防、内部ボトムプレート ステンレススチール、X2CrNiMo17-2 (1.4404)

7 廃棄
電気・電子機器廃棄物(WEEE)に関する欧州指令2012/19/EUに従い、この機器は生
活廃棄物に含めて処分することはできません。これはEU以外の国々に対しても適
用されますので、各国の該当する法律に従ってください。 

本製品は、各地域の条例に定められた電気・電子機器のリサイクル回収所に廃棄してください。
ご不明な点がある場合は、行政の担当部署または購入店へお問い合わせください。この機器が第
三者に譲渡される場合、この規制の内容も説明される必要があります。
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1 소개
METTLER TOLEDO의 할로겐 수분 분석기를 구입하여 주셔서 감사합니다. 수분 분석기는 성능이 뛰어
나며 간편하게 사용할 수 있습니다.

이 문서는 소프트웨어 버전 V1.02를 기반으로 합니다.

EULA

이 제품의 소프트웨어는METTLER TOLEDO 소프트웨어 사용권 동의
(EULA)에 따라 허가를 받습니다.

이 제품을 사용하시는 경우 EULA 약관에 동의하는 것을 의미합니다.

u www.mt.com/EULA

1.1 추가 문서 및 정보
이 문서는 온라인에서 다른 언어로도 제공됩니다.

u www.mt.com/moisture

문서 검색 u www.mt.com/library

자세한 질문은 공인 판매점 또는 서비스 담당자에 METTLER TOLEDO 문의하십시오.

u www.mt.com/contact

1.2 약어 및 줄임말

원어 번역 설명

AC 교류 Alternating Current

DC 직류 Direct Current

EMC Electromagnetic Compatibility

(전자기 호환성)

FCC Federal Communications Commission

(완전 자동 교정 기술)

RM Reference Manual

(참조 매뉴얼)

SNR Serial Number

(일련번호)

SOP Standard Operating Procedure

(표준운영절차)

UM User Manual

(사용자 매뉴얼)

USB Universal Serial Bus

(범용직렬버스)

1.3 규정 준수 정보
FCC 공급업체 적합성 선언과 같은 국가 승인 문서는 온라인으로 제공되거나 포장에 포함되어 있습
니다.

u http://www.mt.com/ComplianceSearch

기기의 국가별 준수에 대한 질문은 METTLER TOLEDO에 문의하십시오.

u www.mt.com/contact
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2 안전 정보
이 장비에는 "사용자 매뉴얼" 및 "참조 매뉴얼"이라는 이름의 두 가지 문서를 사용할 수 있습니다.

사용자 매뉴얼은 인쇄된 형태로 장비와 함께 제공됩니다.

전자 참조 매뉴얼에는 장비 및 사용법에 대한 설명 전문이 포함되어 있습니다.

나중에 참조할 수 있도록 두 문서를 보관하십시오.

장비를 타인에게 양도하는 경우 두 문서를 함께 제공하십시오.

항상 사용자 매뉴얼 및 참조 매뉴얼에 따라서만 장비를 사용하십시오. 이러한 문서에 따라 장비를
사용하지 않거나 용도가 변경된 경우 장비 안전에 문제가 발생할 수 있으며 이 경우 Mettler-Toledo
GmbH는 책임을 지지 않습니다.

2.1 신호 단어 및 경고 기호 정의
안전 경고는 안전상의 중요한 정보를 안내합니다. 안전 경고를 무시하면 상해, 저울 손상, 오작동 및
결과 오류가 발생할 수 있습니다. 안전 경고를 나타내는 신호어 및 경고 기호는 다음과 같습니다.

신호어

위험 위험도가 높은 상황의 위험 요인을 차단하지 않으면 사망하거나 중상을 입을
수 있습니다.

경고  방지되지 않는 경우 사망이나 중상에 이를 수 있는 중간 위험 수준의 위험 상황
입니다.

주의  방지되지 않는 경우 경미하거나 중간 수준의 부상이 발생할 수 있는 낮은 위험
수준의 위험 상황입니다.

주의 사항  기기, 기타 소재 손상, 오작동 및 부정확한 결과 또는 데이터 손실이 발생할 수
있는 낮은 위험 수준의 위험 상황입니다.

경고 기호

일반 위험 고온 표면

주의 사항

2.2 제품별 안전성 참고

용도

이 기기는 교육을 받은 담당자가 사용하도록 설계되었습니다. 이 기기는 샘플 건조 중 중량 감소를
측정하는 데 사용하도록 설계되었습니다.

그 외에 Mettler-Toledo GmbH의 동의 없이 Mettler-Toledo GmbH에 명시된 사용 한계를 지키지 않는 방식
으로 제품을 사용 및 작동하는 모든 경우는 사용 목적을 벗어난 것으로 간주됩니다.

수분 결정 어플리케이션은 사용자가 현지 규정에 따라 최적화 및 검증해야 합니다. METTLER TOLEDO
가 제공하는 어플리케이션별 데이터는 지침용으로만 사용됩니다.

장비 소유자의 책임
장비 소유자는 장비에 대한 법적 권한을 가지며 장비를 사용하거나 타인이 사용하도록 승인하는 사
람 또는 법에 의해 장비 작동자로 간주되는 사람입니다. 장비 소유자는 장비의 모든 사용자 및 제3자
의 안전에 대한 책임이 있습니다.
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Mettler-Toledo GmbH 장비 소유자는 장비 사용자에게 작업장에서의 안전한 장비 사용과 잠재적인 위
험 처리에 관한 교육을 제공하는 것으로 간주됩니다. Mettler-Toledo GmbH 장비 소유자는 필요한 보호
장구를 제공하는 것으로 간주됩니다.

안전 참고사항

 경고
감전으로 인한 사망 또는 심각한 부상
전류가 흐르는 부품에 접촉하면 부상 및 사망에 이를 수 있습니다. 비상 상황에서 기기
가 차단되지 않는 경우, 인명 피해 및 기기가 손상될 수 있습니다.

1 기기에 인쇄된 전압이 현지 전원공급장치 전압과 일치하는지 확인하십시오. 그렇지
않은 경우, 어떠한 경우에도 기기를 전원공급장치에 연결하지 말고 METTLER TOLEDO
담당자에게 문의하십시오.

2 기기를 연결하려면 장비 접지 전도체와 함께 METTLER TOLEDO에서 제공한 3개의 코
어 전원 케이블만 사용하십시오.

3 접지 접촉 기능이 있는 3핀 전원 소켓에만 기기를 연결하십시오.

4 기기 작동 시 장비 접지 전도체를 갖춘 표준화된 연장 케이블만 사용해야 합니다.

5 전원 플러그에 항상 접근할 수 있는지 확인하십시오.

6 케이블이 손상되거나 작동에 방해가 되지 않도록 케이블을 정돈합니다.

7 모든 전기 케이블과 연결부를 액체에서 멀리 하십시오.

 경고
부식성 물질로 인한 부상 및 사망의 위험
산과 같은 독성 또는 부식성 물질을 가열하면 독성 또는 부식성 증기가 발생하며 이 증
기가 피부나 눈에 접촉되거나 흡입 시 부상을 입을 수 있습니다.

1 화학 물질 및 용매를 사용할 경우, 제조업체의 지침과 일반 실험실 안전 규칙을 준수
하십시오.

2 환기가 잘 되는 위치에 기기를 설치하십시오.

3 독성 가스를 형성하는 물질을 건조시킬 경우, 배기 후드 안에 기기를 배치하십시오.

 경고
가연성 용매로 인한 사망 및 심각한 부상의 위험
가연성 용매는 점화되어 불꽃이 발생하고 폭발이 일어날 수 있습니다.

1 가연성 용매를 기기 가까이에 두지 마십시오.

2 화학 물질 및 용매를 사용할 경우, 제조업체의 지침과 일반 실험실 안전 규칙을 준수
하십시오.

ko
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 주의
뜨거운 표면으로 인한 화상 위험
작동 중인 기기 부품은 접촉 시 부상을 입을 수 있는 온도에 도달할 수 있습니다.

1 경고 기호가 표시된 부분을 만지지 마십시오.

2 측정기 주변에 여유 공간이 충분하여 열의 누적과 과열이 방지되는지 확인하십시오
(가열 모듈 위 약 1 m의 여유 공간).

3 샘플 챔버의 배기구를 덮거나, 테이프를 두르거나 막지 마십시오. 어떤 다른 방법으
로든 통풍구를 조작하지 마십시오.

4 샘플을 제거할 때 주의하십시오. 샘플 자체, 샘플 챔버, 드래프트 쉴드 및 샘플 팬이
매우 뜨거울 수 있습니다.

5 작동 중에 가열 모듈을 열지 마십시오. 기기를 열기 전에 완전히 식히십시오.

6 어떤 방식 으로든 가열 모듈을 개조하지 마십시오.

주의 사항
부식성 물질 및 증기로 인한 장비 손상
부식성 물질 및 부식성 증기는 장비를 손상시킬 수 있습니다.

1 화학 물질 및 용매를 사용할 경우, 제조업체의 지침과 일반 실험실 안전 규칙을 준수
하십시오.

2 기구 부품이 시료 물질에 닿아 변경되지 않도록 주의하십시오.

3 작동 후에는 부식성 증기의 응축물을 닦아내십시오.

4 소량의 샘플로 작업하십시오.

주의 사항
적합하지 않은 부품의 사용으로 인한 기기 손상 또는 오작동

기기와 사용하도록 설계된 METTLER TOLEDO의 부품만 사용하십시오.

예비 부품 및 액세서리 목록은 참조 매뉴얼에서 확인할 수 있습니다.

3 설계 및 기능
추가 정보가 필요하면 참조 매뉴얼(RM)을 참조하십시오.

u www.mt.com/HE73-RM

3.1 개요
본 매뉴얼의 맨 처음 부분에 있는 "Overview" (그래픽 및 범례) 섹션을 참조하십시오.

6 수분 분석기
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3.2 디스플레이

3.2.1 디스플레이 영역 개요

A B

8 7 6 5 4

1 2 3

1 진행 표시기 구역 2 주 구역

3 장치 / 서비스 / 조정 영역 4 온도 구역

5 분석법 구역 6 사용자 안내 구역

7 가열 모드 구역 8 종료 및 시간 구역

3.2.2 아이콘

아이콘 기능 아이콘 기능

불안정한 값 표시 건조 온도

계산 값 표시 온도 단위

마이너스 값 표시 서비스 모드(서비스 기술자와만
관련됨)

스위치 꺼짐 기준: 자동 또는 시간
설정

무게 조정

건조 모드 «표준» 사용자 안내

건조 모드 «고속» 진행 표시기

분석법 A 또는 B 활성화 표시 수분 측정 종료

ko
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3.2.3 진행 표시기

진행 표시기는 건조 공정의 진행 상황을 보여줍니다.

상태 다이어그램 자동 스위치 꺼짐 예약된 스위치 꺼짐

1 건조 공정이 시작됩니다. 건조 공정이 시작됩니다.

2 30초 후. 전체 시간 중 1/5이 지난 후.

3 1분 후. 전체 시간 중 2/5가 지난 후.

4 평균 중량 손실이 15초당 1 mg인
경우.

전체 시간 중 3/5가 지난 후.

5 평균 중량 손실이 30초당 1 mg인
경우.

전체 시간 중 4/5가 지난 후.

6 자동 스위치 꺼짐에 도달한 경우.

결과 및 종료가 표시됨.

총 시간에 도달함.

결과 및 종료가 표시됨.
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3.2.4 사용자 안내

사용자 안내 아이콘은 건조 공정을 단계별로 안내합니다. 아이콘이 깜박이면 다음 단계를 수행할 수
있습니다.

아이콘 상태 설명

– 비어있는 샘플 팬을 올려놓고 용기 측정을 실행합니
다.

참고
용기 중량 측정은 덮개(리드)가 닫힌 상태에서만 가능
합니다.

측정 준비 완료 샘플을 샘플 팬 위에 올려놓습니다.

– 덮개(리드)를 닫습니다.

시작할 준비 완료 측정을 시작합니다.

덮개(리드)가 열린 상태
에서 측정이 시작되었
습니다.

덮개(리드)를 닫습니다.

아이콘 없음 – 측정이 실행 중이거나 완료되었습니다. 사용자의 조
치가 필요하지 않습니다.

4 설치 및 운영 시작

4.1 설치 위치 선정
수분 분석기는 민감한 정밀 기기입니다. 기기를 두는 위치에 따라 결과의 정확도에 큰 영향을 미칩
니다.

위치 요건

실내 공간에 안정적인
테이블을 배치합니다

충분한 공간을 확보하
십시오

기기의 수평 상태를 확
인하십시오

조명을 적절하게 조절
하십시오

ko
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직사광선을 피하십시오 진동을 피하십시오 강한 외풍을 피하십시
오

온도 변화가 없도록 하
십시오

환경 조건을 고려하십시오. "기술 데이터"를 참조하십시오

수분 분석기를 위한 충분한 간격: 분석기 옆으로 > 15 cm, 덮개(리드) 위 > 1 m.

4.2 수분 측정기 포장 풀기
포장, 포장 요소 및 배송된 구성품의 손상 여부를 확인하십시오. 어떠한 구성품이라도 손상된 경우
METTLER TOLEDO 서비스 담당자에게 문의하십시오.

다음 사항을 참고합니다.

운송, 포장 및 보관   16 페이지

4.3 구성품

수분 분석기

건조 장치

드래프트 쉴드

샘플 처리기

샘플 팬 홀더

국가별 전원 케이블

국가별 예비 퓨즈

문서화

사용자 매뉴얼

수분 분석기 가이드

적합성 선언

액세서리

알루미늄 샘플 팬, 80개

유리 섬유 필터

사용 중 커버

SmartCal 샘플, 2개

4.4 설치

주의 사항
샘플 팬 핸들러의 올바르지 않은 사용으로 인한 잘못된 결과
샘플 및 샘플 팬을 올바르지 않게 취급하면 잘못된 결과가 발생할 수 있습니다.

항상 샘플 팬 핸들러를 샘플 팬 홀더에 올바르고 조심스럽게 놓습니다.
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3

2

1

1 덮개(리드)를 엽니다.

2 드래프트 쉴드를 배치합니다(1). 하나의 위치만 가
능합니다.

3 샘플 팬 홀더를 놓습니다(2). 샘플 팬 홀더가 올바른
위치에 놓일 때까지 샘플 팬 홀더를 돌립니다.

4 샘플 팬 핸들러를 놓습니다(3).

4.5 작동 방법

4.5.1 기기 연결

 경고
감전으로 인한 사망 또는 심각한 부상
전류가 흐르는 부품에 접촉하면 부상 또는 사망에 이를 수 있습니다.

1 여러분의 기기용으로 설계된 METTLER TOLEDO전원 케이블만 사용하십시오.

2 전원 케이블을 접지된 전원 콘센트에 연결하십시오.

3 모든 전기 케이블과 연결부는 액체와 습기에 노출되지 않도록 하십시오.

4 케이블 및 전원 플러그 손상 여부를 확인하고 손상된 경우 교체하십시오.

1 케이블이 손상되거나 작동에 방해가 되지 않는 방식
으로 케이블을 설치합니다.

2 AC/DC 어댑터의 플러그를 기기의 전원 콘센트에 연
결하십시오.

3 접근이 용이한 접지 전원 콘센트에 전원 케이블의
플러그를 삽입합니다.

참고

스위치로 제어되는 전원 콘센트에 기기를 연결하지 마십시오. 기기의 스위치를 켠 후에 예열해야 정
확한 결과를 도출할 수 있습니다.

다음 사항을 참고합니다.

일반 데이터   20 페이지
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4.5.2 기기 전원 켜기

예열

수분 분석기가 신뢰할 수 있는 결과를 제공하려면 예열해야 합니다. 기기를 연결한 후 최소 4시간이
걸립니다. 대기 상태에서 기기가 켜지면 즉시 사용할 준비가 됩니다.

1 전원 공급 장치에 기기를 연결합니다.

2 스위치를 켜려면 [ ]을 누릅니다.

디스플레이가 켜집니다.

기기가 사용할 준비가 되었습니다.

4.5.3 기기 수평 조정

반복적이고 정확한 결과를 위해서는 정확한 수평 배치와 안정적인 설치가 선행 조건이 됩니다. 위치
의 경사도(±2 %)와 작은 불규칙성을 보상하기 위해 기기를 수평 조정해야 합니다.

L R

기기는 위치가 변경될 때마다 다시 수평 조정을 해야
합니다.

정확한 수평 배치를 위해 이 기기에는 수평 지시기(수
평) 및 2개의 수평 조정 나사가 있습니다. 수평 지시기
의 공기 방울이 정중앙에 있는 경우 기기가 완벽하게
수평으로 놓인 것입니다. 수평 조정하려면 다음과 같이
진행하십시오.

1 기기를 선택된 위치에 놓습니다.

2 공기 방울이 수평 지시기의 중앙에 올 때까지 2개의
수평 다리를 돌립니다.

L = 왼쪽 발
R = 오른쪽 발

12시 위치의 공기
방울:

두 발을 모두 시계방향으로 돌립니다.

3시 위치의 공기
방울:

왼쪽 발을 시계방향으로, 오른쪽 발을
반시계방향으로 돌립니다.

6시 위치의 공기
방울:

두 발을 모두 반시계방향으로 돌립니
다.

9시 위치의 공기
방울:

왼쪽 발을 반시계방향으로, 오른쪽 발
을 시계방향으로 돌립니다.

4.5.4 기능 검사 수행

설치 후 SmartCal 테스트로 수분 분석기의 올바른 기능을 테스트합니다. 두 개의 SmartCal 샘플이 배
송에 포함됩니다.

SmartCal 테스트는 기기 기능의 빠르고 통합적인 테스트입니다. SmartCalTM은 특정 시간 동안 특정 온
도에서 가열될 때 수분 함량 값이 정밀하게 정의되는 과립형 테스트 물질입니다. SmartCalTM으로 측
정을 수행하고 결과를 제어 한계와 비교함으로써 통합 저울과 온도 센서가 모두 제대로 작동하고 기
기가 올바르게 작동하는지 테스트할 수 있습니다.
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SmartCal 시험은 정기적인 권장 중량 테스트 또는 온도 테스트를 대체하지 않습니다.

SmartCal에 대한 자세한 정보는 제품 페이지를 참조하십시오.

www.mt.com/smartcal

4.5.4.1 점검 수행

기기는 실온에 둡니다.

1 Menu을 누릅니다.

2 [ ] 또는 [ ]를 사용하여 CAL를 선택합니다.

3 [ ] 또는 [ ]를 사용하여 S.CAL를 선택합니다.

4 [ ] 또는 [ ]를 사용하여 온도를 70°C, 100°C, 130°C 또는 160°C로 설정합니다. 여러분의
Application에 가장 근접하게 일치하는 온도를 선택하십시오.

5 [ ]를 사용하여 귀하의 입력을 확인합니다.

6 덮개(리드)를 엽니다.

1

2

3

7 비어 있는 샘플 팬(1)을 샘플 팬 핸들러(2)에 놓습니
다.

8 샘플 팬 핸들러(3)를 드래프트 쉴드에 놓습니다. 샘
플 팬 핸들러의 손잡이 부분이 드래프트 쉴드의 슬
롯에 정확히 놓여지는지 확인합니다. 팬은 반드시
팬 홀더 내에 평평하게 놓여야 합니다.

9 덮개(리드)를 닫습니다.

기기에 용기 중량이 자동으로 측정됩니다.

12

10 블리스터 팩에서 SmartCal 스틱(1)을 제거하고, 개봉
한 후 샘플 팬(2) 위에 내용물 전체를 골고루 분포시
킵니다. 필요한 경우, 샘플 팬이 과립으로 완전히 균
일하게 덮일 때까지 조심스럽게 회전시키고 기울입
니다.

11 덮개(리드)를 닫습니다.

테스트 측정이 자동으로 시작됩니다.

4.5.4.2 테스트 결과 평가

SmartCal 테스트 결과를 아래의 제어 한계와 비교하고 결과가 정의된 제어 한계를 초과하는지 평가
하십시오.

건조 온도 SmartCal

70°C 3.2...4.4%MCN

100°C 5.2...6.4%MCN

130°C 7.4...8.8%MCN

160°C 9.9...11.7%MCN

MCN = 정규화된 수분 함량(온도와 습도를 고려하여 계산된 값).

ko
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4.5.4.3 테스트 실패 후 조치

테스트에 실패한 경우 다음 조치를 취하십시오.

1 달아오른 장비를 식힌 후 테스트를 반복하고 모든 단계가 올바르게 수행되었는지 확인하십시오.

2 오류가 계속되면 먼저 중량 조정을 수행하십시오.

3 또 다른 SmartCal 테스트를 수행하고 오류가 지속되면 온도 조정을 수행하십시오.

4 오류가 계속되면 "문제 해결"을 참조하십시오 .

테스트 및 조정에 대한 자세한 정보는 참조 매뉴얼(RM)을 참조하십시오.

u www.mt.com/HE73-RM

4.5.5 기기를 대기 모드로 설정

를 눌러 기기를 대기 모드로 설정할 수 있습니다. 다시 를 눌러 대기를 종료합니다.

4.5.6 기기 전원 끄기

기기를 완전히 끄려면 전원 공급 장치에서 분리해야 합니다.

를 누르면 기기는 대기 모드로만 설정됩니다.

4.6 간단한 측정 수행

첫 번째 측정에는 제공된 견본 샘플(흡수성 유리 섬유 필터)을 사용합니다.

분석법  및 에 대한 공장 설정값은 동일합니다. 첫 번째 측정을 위해 분석법 중 하나를 사용하십시
오.

4.6.1 덮개(리드) 열기 및 닫기

1

덮개(리드)를 열려면 오픈 손잡이(1)로 들어 올립니
다.

14 수분 분석기
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4.6.2 기기 용기 측정

다음 샘플 측정 전에 기기의 용기 중량을 측정해야 합니다.

1

2

3

1 또는  키를 눌러 분석법을 선택합니다.

2 덮개(리드)를 엽니다.

사용자 안내 아이콘 으로 비어 있는 샘플
팬에 놓도록 지시합니다.

3 비어 있는 샘플 팬(1)을 샘플 팬 핸들러(2)에 놓습니
다.

4 샘플 팬 핸들러(3)를 드래프트 쉴드에 놓습니다. 샘
플 팬 핸들러의 손잡이 부분이 드래프트 쉴드의 슬
롯에 정확히 놓여지는지 확인합니다. 팬은 반드시
팬 홀더 내에 평평하게 놓여야 합니다.

5 덮개(리드)를 닫습니다.

기기에 용기 중량이 자동으로 측정됩니다.

4.6.3 측정하기

1

1 덮개(리드)를 엽니다.

2 유리 섬유 필터(1)를 샘플 팬에 놓습니다.

3 몇 방울의 물로 견본 샘플을 적셔 표시된 중량이 최
소 0.5g(필요한 최소 샘플 중량)이 되도록 합니다.
참고
건조 공정은 최소 샘플 중량에 도달할 때까지 시작
할 수 없습니다.

사용자 안내 아이콘 으로 덮개(리드)를 닫도
록 지시합니다.

4 덮개(리드)를 닫습니다.

측정이 자동으로 시작됩니다.

측정 중 디스플레이는 다음을 표시합니다.
- 건조 진행 상태(진행 표시기).
- 샘플 챔버 내 현재 온도.
- 측정 공정 시작 후 경과 시간.
- 선택한 디스플레이 모드의 현재 결과.

측정이 완료되면 진행 표시기에 END가 표시됩니다 .

ko
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4.6.4 측정 완료

 주의
뜨거운 표면으로 인한 화상 위험
샘플, 샘플 팬 및 샘플 챔버 내의 다른 부분이 여전히 뜨거울 수 있으며 만지면 부상을
입을 수 있습니다.

1 경고 기호가 표시된 하우징을 만지지 마십시오.

2 샘플 팬 핸들러를 사용해서만 샘플 팬을 제거하십시오.

측정이 완료되었습니다.

1 덮개(리드)를 엽니다.

2 샘플 챔버에서 샘플 팬 핸들러를 제거하십시오.

3 팬홀더에서 샘플 팬을 제거하려면 아래에서 팬을 약
간 들어올려 처리기에서 옆으로 뽑아내십시오.
샘플 및 팬이 더 이상 필요하지 않은 경우, 팬이 미
끄러져 나올 때까지 처리기를 기울일 수 있습니다.

4.7 운송, 포장 및 보관

4.7.1 짧은 거리 이동

1 AC/DC 어댑터를 분리하고 모든 인터페이스 케이블
을 분리합니다.

2 양 손으로 수분 분석기를 잡고 수평을 유지하면서
목표 위치로 옮깁니다. 위치 요건을 고려합니다.

수분 분석기를 다시 작동하려면 다음과 같이 진행하십
시오.

1 역순으로 연결합니다.

2 수분 분석기를 충분히 예열합니다.

3 수분 분석기의 수평을 맞춥니다.

4 테스트를 수행하고 필요하면 조정합니다.

다음 사항을 참고합니다.

설치 위치 선정   9 페이지

기기 전원 켜기   12 페이지

기기 수평 조정   12 페이지

4.7.2 먼 거리 이동

수분 분석기를 장거리 운송할 경우 항상 기존 포장재를 사용하십시오.
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4.7.3 포장 및 보관

수분 분석기 포장
포장재의 모든 부품을 안전한 곳에 보관합니다. 원래 포장재 요소는 수분 분석기 및 구성품용으로
특별 제작되어 운송 또는 보관 중에 적절한 보호를 지원합니다.

수분 분석기 보관
수분 분석기는 다음 조건에서 보관하십시오.

최초 포장재에 넣어 실내 보관.

환경 조건에 따라, "기술 데이터"참조.

참고

6개월 이상 보관할 경우 충전식 배터리가 방전될 수 있습니다(날짜와 시간이 손실됨).

다음 사항을 참고합니다.

일반 데이터   20 페이지

5 유지보수

수분 분석기의 기능과 분석 결과의 정확도를 보장하기 위해 사용자는 여러 유지보수 작업을 수행해
야 합니다.

추가 정보가 필요하면 참조 매뉴얼(RM)을 참조하십시오.

u www.mt.com/HE73-RM

5.1 유지보수 작업

유지보수 작업 권장 간격 비고

세척 사용 후

샘플 변경 후

오염의 정도에 따라 수행

내부 규정(SOP)에 따름

"세척" 참조

일상 SmartCal 테스트 수
행

세척 후 참조 매뉴얼의 "테스트" 참조

조정 수행 (중량 조절,
온도 조절)

위치 변경 후

검사 결과 조정이 필요하다고 표시되면

참조 매뉴얼의 "조정" 참조

전선 퓨즈 교체 퓨즈가 끊어진 경우 "전선 퓨즈 교체" 참조

다음 사항을 참고합니다.

전선 퓨즈 교체   20 페이지

세척   18 페이지
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5.2 세척

 주의
뜨거운 표면으로 인한 화상 위험
가열 챔버의 내부 부품과 샘플 챔버의 부품은 접촉 시 부상을 입을 수 있는 온도에 도달
할 수 있습니다.

유지 관리 작업을 수행하기 전에 가열 모듈이 완전히 식을 때까지 기다리십시오.

5.2.1 세척을 위한 분리

5.2.1.1 샘플 챔버 분리

수분 분석기가 꺼집니다.

2

1

3

1 덮개(리드)를 엽니다.

2 샘플 팬 핸들러(1)를 제거합니다.

3 샘플 팬 홀더(2)를 제거합니다.

4 드래프트 쉴드(3)를 제거합니다.

5.2.1.2 보호 유리 분리

보호 유리는 유리 뒷면을 세척해야 할 경우에만 제거하면 됩니다.

주의 사항
오염된 할로겐 램프로 인한 결과 오류
보호 유리를 제거하는 동안 할로겐 램프가 접착제와 접촉하면 열이 고르지 않게 분산되
어 결과가 왜곡될 수 있습니다.

1 할로겐 램프를 만지지 마십시오.

2 할로겐 램프를 만지면 보풀이 없는 젖은 천과 순한 용제(예: 이소프로판올 또는 에
탄올 70%)를 사용해 조심스럽게 세척하십시오.

필요 재료
스크루 드라이버
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수분 분석기가 꺼집니다.

1 2 3

1 덮개(리드)를 엽니다.

2 반사기 링을 고정하고 있는 4개의 나사(1)를 조심스
럽게 제거합니다.

3 반사기 링(2)을 제거합니다(유리 홀더).

4 반사기 링에서 보호 유리(3)를 조심스럽게 꺼냅니
다.

5.2.2 기기 청소

주의 사항
부적절한 세척 방법으로 인한 기기 손상
액체가 하우징에 유입되면 기기가 손상될 수 있습니다. 기기의 표면은 특정 세척액, 용
제 또는 연마재로 의해 손상될 수 있습니다.

1 기기에 액체를 분사하거나 붓지 마십시오.

2 기기의 참조 매뉴얼(RM)에 명시된 세척액만 사용하십시오.

3 보풀이 없는 젖은 천 또는 티슈만 사용하여 기기를 세척합니다.

4 흘린 액체는 즉시 닦아내십시오.

수분 분석기 주변 세척
수분 분석기의 이물질 또는 먼지를 제거하고 추가 오염이 없도록 방지하십시오.

터미널 세척
터미널을 젖은 천이나 티슈, 순한 세척액으로 세척하십시오.

분리 가능한 부품 세척
분리된 부품을 젖은 천이나 티슈, 순한 세척액으로 세척합니다.

수분 분석기 세척
1 중간 농도의 세척액에 적신 보풀이 없는 천을 사용하여 수분 분석기 표면을 세척합니다.

2 처음에 일회용 티슈로 분말 또는 먼지를 제거합니다.

3 보풀이 없는 젖은 천과 순한 용제(예: 이소프로판올 또는 에탄올 70%)를 사용해 끈적한 물질을
제거합니다.

5.2.3 세척 후 작동

1 수분 분석기를 재조립합니다.

2 수분 분석기를 전원 공급 장치에 연결합니다.

3 을 눌러 수분 분석기를 켭니다.

4 수평 조정 상태를 확인하고 필요할 경우 수분 분석기를 수평 조정합니다.

5 "기술 데이터"에 명시된 예열 시간을 따릅니다.

6 회사 내부 규정에 따라 일상 테스트를 수행합니다. METTLER TOLEDO 저울 세척 후 SmartCal 테스트
수행을 권장합니다.

수분 분석기를 사용할 준비가 되었습니다.

ko
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5.3 전선 퓨즈 교체

주의 사항
결함 퓨즈 취급으로 인한 손상
잘못된 퓨즈를 사용하거나 퓨즈를 잘못 취급하면 회복할 수 없는 기기 손상이 발생할
수 있습니다.

1 올바른 유형과 정격 값의 퓨즈만 사용하십시오.

2 퓨즈를 단락(브리지)시키지 마십시오.

스위치를 켠 후에 터미널 디스플레이가 켜지지 않으면 전선 퓨즈가 파열되었을 가능성이 매우 높습
니다.

전선 퓨즈는 수분 분석기의 뒷면에 있습니다.

필요 재료
스크루 드라이버

예비 퓨즈, 올바른 유형은 [일반 데이터   20 페이지] 참조

절차

1 전원 케이블을 분리합니다.

2 퓨즈 홀더를 잠금 해제하려면 스크루드라이버를 퓨
즈 홀더에 대고 살짝 돌립니다(최대 반 바퀴).

3 퓨즈 홀더를 당겨 빼냅니다.

4 퓨즈를 제거하고 상태를 확인합니다.

5 퓨즈가 파열되면 퓨즈를 다음과 같은 동일한 유형
및 동일한 정격 값으로 교체하십시오.

6 퓨즈 홀더를 삽입한 후 시계방향으로 돌려 잠급니
다.

7 전원 케이블을 다시 연결합니다.

다음 사항을 참고합니다.

일반 데이터   20 페이지

6 기술 데이터

6.1 일반 데이터

전원 공급 장치

115 V AC 100 V–120 V AC, 50/60 Hz, 4 A

230 V AC 200 V–240 V AC, 50/60 Hz, 2 A

전압 변동 -15%+10%

전력 부하 방열기 건조 공정 중 최대 400 W

전원 퓨즈 115 V: 5 x 20 mm, F6.3AL250V (6.3 A, 빠른 작용, 낮은 분해 용량)

230 V: 5 x 20 mm, F2.5AL250V (2.5 A, 빠른 작용, 낮은 분해 용량)

보호 및 기준

과전압 카테고리 II

오염 등급 2

안전 및 EMC 기준 준수 신고서 참조(표준 장비의 일부)
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어플리케이션 범위 건조한 내부용

환경 조건

해수면 위 고도 < 4000 m

주변 온도 범위 작동: +10°C ~ +30°C
(+5°C ~ +40°C에서 작동 보장)

상대 습도 최대 +31°C에서 최대 80% , +40°C에서 최대 50%까지 선
형 감소
20% - 80% 및 비응축 조건.

예열 시간 전원에 측정기를 연결하고 최소 60분 후. 대기 상태에서 전
원이 켜지면 바로 작동을 시작할 수 있습니다.

재질

가열 모듈

하우징 PBT-GB20

검사 창 PPS, A504X90(UL94-V0)

보호 유리 유리 세라믹

할로겐 램프 석영 유리

반사기 스테인리스 스틸, X2CrNiMo17-2(1.4404)

반사기 브래킷 PPS, A504X90(UL94-V0)

드래프트 쉴드, 내부 바닥 플레이
트

스테인리스 스틸, X2CrNiMo17-2(1.4404)

7 폐기
WEEE(Waste Electrical and Electronic Equipment: 전기 및 전자 장치 폐기물)에 대한 유
럽 지침 2012/19/EU를 준수하여, 본 장치는 국내 폐기물로 처리하지 못할 수도 있습
니다. 이는 특정 요구조건에 따라 EU 외부 국가에도 적용됩니다. 

현지 규정에 따라 본 제품을 지정된 폐전기 및 전자 장비 수집장에 폐기해 주십시오. 의문사항은 해
당 관청 또는 장비를 구입한 유통업체로 문의해 주십시오. 본 장치를 타인에게 양도하는 경우, 본 규
정의 내용도 적용됩니다.

ko
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1 简介
感谢您购买METTLER TOLEDO梅特勒-托利多的卤素水份测定仪。本水份测定仪具有优质性能且易于使
用。

本文档基于软件版本V1.02。

EULA

本产品中的软件按照METTLER TOLEDO软件的最终用户许可证协议
（EULA）获得授权。

使用本产品表明您同意EULA的条款。

u www.mt.com/EULA

1.1 更多文档和信息

公司网站提供本文档的其他语言版本。

u www.mt.com/moisture

搜索文档 u www.mt.com/library

如有更多疑问，请与您的授权 METTLER TOLEDO 经销商或服务代表联系。

u www.mt.com/contact

1.2 缩略语

原文 译文 说明

AC Alternating Current

(交流电)

DC Direct Current

(直流电)

EMC Electromagnetic Compatibility

(电磁兼容)

FCC Federal Communications Commission

(美国联邦通讯委员会)

RM Reference Manual

(參考手冊)

SNR Serial Number

(产品序列号)

SOP Standard Operating Procedure

(标准操作程序)

UM User Manual

(简明用户手册)

USB Universal Serial Bus

1.3 合规性信息

国家审批文档，例如FCC供应商一致性声明，可在线获取和/或包含在包装中。

u http://www.mt.com/ComplianceSearch
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如有关于针对特定国家的仪器合规性问题，请联系METTLER TOLEDO。

u www.mt.com/contact

2 安全信息
本仪器随附《用户手册》和《参考手册》两个文档。

《用户手册》随本仪器打印并交付。

电子版《参考手册》包含本仪器及其使用的全面描述。

请妥善保管上述两份手册，以供将来参考。

将本仪器传递给其他方时应附上两个文档。

必须按照《用户手册》和《参考手册》使用本仪器。如果不按照这些文档说明使用本仪器，或者如

果本仪器已改动，那么仪器的安全性就有可能受到损坏， Mettler-Toledo GmbH 我们对此将不承担任何
责任。

2.1 提示语和警告标志的定义

安全说明中包含关于安全问题的重要信息。忽视安全说明有可能造成人员受伤、仪器损坏、故障与

结果错误。安全说明标注有下列警示语与警告标志：

警示语

危险 存在高风险的危险情况，如不加以避免，则会导致死亡或严重伤害。

警告 中等风险性危险情况，如不加以避免，可能会造成死亡或严重伤害。

小心 风险性较低的危险情况，如不规避会造成轻微或中度受伤。

注意 存在低风险的危险情况，有可能损坏仪器和导致其他实质性损坏、故障、错误

结果或数据丢失。

警告标志

一般风险 高温表面

注意

2.2 产品安全说明

目标用途

本仪器供经培训人员使用。本仪器用于测定样品干燥过程中的失重。

未经 Mettler-Toledo GmbH 许可，超过 Mettler-Toledo GmbH 规定限制的任何其他类型的使用和操作均视
为非目标用途。

水分测量应用必须由用户依照当地法规进行优化和验证。 梅特勒-托利多提供的特定应用数据仅供参
考。

仪器所有者的责任

仪器所有者指对仪器具有合法所有权、使用仪器或授权任何人使用仪器，或者在法律上认定为仪器

操作人员的个人。仪器所有者负责仪器所有使用者与第三方的安全。

4 水份测定仪
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Mettler-Toledo GmbH 假定仪器所有者对用户进行培训，使其了解如何在工作场所安全使用仪器和处理
潜在危险。Mettler-Toledo GmbH假定仪器所有者提供必要的防护装备。

安全注意事项

 警告

触电会造成重伤或死亡

接触带电零件有可能导致伤亡。如果在紧急情况下无法关闭仪器，则可能会导致人员受

伤和仪器损坏。

1 确认印在仪器上的电压与本地电源电压相同。如果不一致，请勿将仪器与电源连

接，并联系METTLER TOLEDO代表。

2 只能使用由METTLER TOLEDO提供的设备接地导线附带的三芯电源线连接仪器。

3 只能将其连接到带接地触点的三芯插座。

4 只能使用带有设备接地导线的标准化的延长电缆才能操作此仪器。

5 确保电源插头始终便于插拔。

6 布置电缆时，确保其不会受损或干扰操作。

7 将所有电缆与接头放置在远离液体的地方。

 警告

有毒或腐蚀性物质造成的伤害或死亡

加热有毒或腐蚀性物质（例如酸）会产生有毒或腐蚀性蒸气，如果它们与皮肤或眼睛接

触或者被人吸入会造成伤害。

1 使用化学品和溶剂时，遵守制造商的使用说明和一般实验室安全规范。

2 在通风良好的位置设置仪器。

3 使用易形成有毒气体的干燥物质时，请将仪器置于通风橱内。

 警告

易燃溶剂造成的死亡与严重伤害

仪器附近的易燃溶剂有可能点燃并引发火灾和爆炸。

1 将易燃溶剂放在远离仪器的地方。

2 使用化学品和溶剂时，遵守制造商的使用说明和一般实验室安全规范。

 小心

高温表面造成的烫伤

在操作时，仪器的一些部件可能会达到导致触摸后烫伤的温度。

1 请勿触摸标有警告符号的区域。

2 应确保仪器周围具有足够的自由空间，以避免热量积聚和过热（干燥单元上方约1米
的自由空间）。

3 切勿遮盖、粘住或堵塞加样腔上方的通风口。请勿以任何其他方式影响通风口。

4 取出样品时应小心。样品、加样腔、防风罩和样品盘可能非常热。

5 操作时请勿打开加热单元。打开之前务必让它完全冷却。

6 请勿以任何方式改动加热单元。
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注意

腐蚀性物质和蒸汽对仪器造成的损坏

腐蚀性物质和腐蚀性蒸汽会损坏仪器。

1 使用化学品和溶剂时，遵守制造商的使用说明和一般实验室安全规范。

2 确保与样品物质接触的每一个仪器部件都不会被其改变。

3 操作完成后擦去腐蚀性蒸汽的任何冷凝物。

4 使用少量样品。

注意

因使用不合适的部件而损坏仪器或发生故障

仅可使用METTLER TOLEDO提供的专用于您的仪器的部件。

有关备件和附件清单，请参见《参考手册》。

3 设计和功能

有关完整信息，请查阅《参考手册（RM）》。

u www.mt.com/HE73-RM

3.1 概述

请参阅本手册开头部分的"Overview"（图形和图例）部分。

3.2 显示屏

3.2.1 显示区域概述

A B

8 7 6 5 4

1 2 3

1 进度显示区域 2 主要区域

3 单位/维修/校正区域 4 温度区域

5 方法区域 6 用户指导区域

7 加热模式区域 8 关机和时间区域

6 水份测定仪
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3.2.2 图标

图标 功能 图标 功能

表示数值不稳定 干燥温度

表示计算出来的数值 温度单位

表示负值 维修模式（仅与维修技术人员相

关）

关机标准： 自动或定时 砝码校正

干燥模式 «标准» 用户指导

干燥模式 «快速» 进度指示器

显示处于活动状态的方法A或 B 水份测定结束

3.2.3 进度指示器

进度指示器可显示干燥过程的进度。

状态 图示 自动关机 定时关机

1 干燥过程开始。 干燥过程开始。

2 30秒钟后。 1/5时间之后。

3 1分钟之后。 2/5时间之后。
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状态 图示 自动关机 定时关机

4 当平均失重为1 mg每15秒时。 3/5时间之后。

5 当平均失重为1 mg每30秒时。 4/5时间之后。

6 达到自动关机时间。

显示结果与END（结束）。

达到总时间。

显示结果与END（结束）。

3.2.4 用户指导

用户指导图标引导用户逐步完成干燥过程。当图标闪烁时，可执行下一步。

图标 状态 说明

– 放上空样品盘，然后执行去皮操作。

注意

只有在盖子关闭的情况下才能去皮。

已准备好测量 将样品放置在样品盘上。

– 关闭盖子。

启动准备就绪 开始测量。

在盖子仍然打开的情况

下开始测量。

关闭盖子。

无图标 – 测量正在进行或已完成。用户无需采取措施。

8 水份测定仪



4 安装并投入使用

4.1 选择位置

水份测定仪是灵敏的精密仪器。它所处的位置将对结果的准确性产生重要影响。

位置要求

放在室内稳定的工作台

上

确保足够的空间 将仪器调平 提供充足照明

避免阳光直射 避免震动 无强烈气流 避免温度波动

考虑环境条件。请参阅"技术参数"。

与水份测定仪保持足够的距离： 与旁边仪器的距离要大于15 cm，与盖子的距离要大于1 m。

4.2 拆开水份测定仪包装

检查包装、包装元件和交付的组件是否有损坏。如果任何组件损坏，请联系您的METTLER TOLEDO服
务代表。

可参阅

运输、包装和存储   第16页

4.3 交货清单

水份测定仪

干燥单元

防风罩

样品手柄

样品盘支架

国家特定的电缆

国家特定的备用保险丝

文档记录

用户手册

水分测定指南

一致性声明
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配件

铝箔样品盘，80 个

样品（玻璃纤维滤纸）

防护罩

SmartCal样品，2件

4.4 安装

注意

由于样品盘手柄使用不当造成的错误结果

样品和样品盘处理不当会导致错误的结果。

始终将样品盘手柄正确、小心地安装在样品盘支架上。

3

2

1

1 打开盖子。

2 放置防风罩(1) 。只能放在一个位置上。

3 放置样品盘支架(2)。转动样品盘支架，直至其在正
确位置啮合。

4 放置样品盘手柄(3)。

4.5 投入使用

4.5.1 连接仪器

 警告

触电会造成重伤或死亡

接触带电零件有可能造成伤亡。

1 仅可使用仪器专用的METTLER TOLEDO电源线。

2 将电源线连接至接地电源插座。

3 将所有电缆与接头放置在远离液体和湿气的地方。

4 检查电缆与电源插头有无损坏，如有损坏请更换。

10 水份测定仪



1 以这种方式安装电缆，确保其不会受损或干扰操

作。

2 将交流/直流适配器插头插入到仪器的电源入口。

3 将电源插头插入接地电源插座中。

信息

切勿将此仪器连接至由开关控制的电源插座。开启仪器后，必须先对其进行预热，才能获得准确的

结果。

可参阅

通用数据   第20页

4.5.2 打开仪器

预热

必须先将水份测定仪预热方可提供可靠结果。此过程在连接仪器后至少需要1个小时。仪器从待机模
式开启时，将立即就绪。

1 仪器接通电源。

2 开机请按[ ]键。

显示器亮起。

现在即可使用仪器。

4.5.3 调平仪器

准确的水平定位和平稳安装是获得可重复应用且精确的测量结果的先决条件。要抵消在放置位置处

的细微不平整或倾斜（±2 %），必须对仪器进行水平调节。

L R

仪器的位置每次发生改变，都应对其重新进行调平。

为了获得准确的水平位置，仪器配备一个水平指示器

（水平）和两个水平调节脚。当水平指示器中的水平泡

出现在正中间时，仪器处于完全水平状态。请按照以下

步骤调平仪器：

1 将仪器放在选定位置。

2 转动这两个水平调节脚，直到气泡处于水平指示器

的中心。
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L=左脚
R=右脚

气泡在12点钟的位
置时：

顺时针调节这两只水平脚。

气泡在3点钟的位
置时：

顺时针调节左水平脚，逆时针调节右

水平脚。

气泡在6点钟的位
置时：

逆时针同时调节两只水平脚。

气泡在9点钟的位
置时：

逆时针调节左水平脚，顺时针调节右

水平脚。

4.5.4 执行功能检查

安装后，通过SmartCal测试来检查水份测定仪是否正常运行。交货时包含两个SmartCal样品。

SmartCal测试是对仪器功能的快速和完整的测试。SmartCalTM是一种颗粒状测试物质，在特定温度下加

热特定时长时，其水份含量值是精确定义的。通过使用SmartCalTM进行测量并将结果与控制限值进行

比较，可以测试集成天平和温度传感器是否能够很好地协同工作以及仪器是否运转正常。

但是，SmartCal测试不会取代所建议的定期称量或温度测试。

有关SmartCal的更多信息，请查阅产品页面。

www.mt.com/smartcal

4.5.4.1 执行检查

仪器处于室温下。

1 按下Menu。

2 使用[ ]或[ ]选择CAL。

3 使用[ ]或[ ]选择S.CAL。

4 使用[ ]或[ ]将温度设置为70 °C、100 °C、130 °C或160 °C。选择与您的应用最接近的温
度。

5 使用[ ]确认输入。

6 打开盖子。

12 水份测定仪
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1

2

3

7 将空样品盘(1)放入样品盘手柄(2)中。

8 将样品盘手柄(3)放入防风罩内。确保样品盘手柄的
舌状物完全嵌入防风罩的凹槽中。必须将样品盘平

放在手柄中。

9 关闭盖子。

仪器自动去皮。

12

10 揭下泡罩装上的SmartCal贴纸(1)，将其撕开后将所
有成分均匀分布在样品盘(2)上。必要时小心转动与
倾斜样品盘，直至其完全由颗粒覆盖。

11 关闭盖子。

自动开始试验测量。

4.5.4.2 评估测试结果

将SmartCal测试结果与以下控制限值进行比较，评估结果是否超出规定的控制限值。

干燥温度 SmartCal

70 °C 3.2...4.4 %MCN

100 °C 5.2...6.4 %MCN

130 °C 7.4...8.8 %MCN

160 °C 9.9...11.7 %MCN

MCN = 标准化水份含量（温度和湿度计算值）

4.5.4.3 测试失败后采取措施

如果测试失败，请采取以下措施：

1 在仪器冷却之后，重复测试并确保所有步骤都已正确执行。

2 如果测试继续失败，请先校正重量。

3 重新进行SmartCal测试，如果测试仍然失败，请校正温度。

4 如果测试还是失败，请参阅"故障排除"。

有关测试和校正的完整信息，请查阅《参考手册(RM)》。

u www.mt.com/HE73-RM

4.5.5 将仪器设置为待机模式

按下 可将仪器设置为待机模式。再次按下 退出待机模式。

简
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4.5.6 关闭仪器

如果要完全关闭仪器，则必须断开电源。

按下 ，仪器仅被设置为待机模式。

4.6 进行简单测量

使用提供的样品（吸附玻璃纤维滤纸）进行首次测量。

方法 和 的出厂设置相同。使用任一种方法进行首次测量。

4.6.1 打开和关闭盖子

1

想要打开盖子，请使用开口手柄(1)将其提起。

4.6.2 仪器去皮

在随后的测量之前，必须对仪器去皮。

1

2

3

1 按下 或 键以选择方法。

2 打开盖子。

用户指导图标 提示您装载空样品盘。

3 将空样品盘(1)放入样品盘手柄(2)中。

4 将样品盘手柄(3)放入防风罩内。确保样品盘手柄的
舌状物完全嵌入防风罩的凹槽中。必须将样品盘平

放在手柄中。

5 关闭盖子。

仪器自动去皮。

4.6.3 执行测量

1

1 打开盖子。

2 将玻璃纤维滤纸(1)放入样品盘。
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3 用数滴水将样品湿润，从而使显示的重量至少为0.5
克（样品所需达到的最小重量）。

信息

在达到最小样品重量之前干燥过程无法开始。

用户指导图标 提示您关闭盖子。

4 关闭盖子。

自动开始测量。

在测量过程中显示屏显示以下内容：

– 干燥过程状态（进度指示器）。
– 加样腔中的当前温度。
– 测量过程开始之后已经过去的时间。
– 处于所选显示模式的当前结果。

测量完成后，进度指示器显示END（结束）。

4.6.4 完成测量

 小心

高温表面可造成烫伤

样品、样品盘和样品腔中的其他部件可能仍很热，如果触摸可能会被烫伤。

1 请勿触摸标有警告符号的外壳。

2 只能使用样品盘手柄来取下样品盘。

测量已完成。

1 打开盖子。

2 将样品盘手柄从加样腔中取出。

3 要从手柄上取下样品盘，应将样品盘从下方稍微抬

高，然后将其从手柄中取出。

如果您不再需要样品和样品盘，只需倾斜手柄，直

至样品盘滑出。

简
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4.7 运输、包装和存储

4.7.1 短距离运输

1 断开与AC/DC适配器的连接并拔下所有接口线缆。

2 用双手拿稳水份测定仪，将其水平搬动到目标位

置。注意位置要求。

要将水份测定仪重新投入使用，请执行以下操作：

1 按相反的顺序连接。

2 给水份测定仪足够的时间进行预热。

3 调平水份测定仪。

4 执行测试和校正（如有必要）。

可参阅

选择位置   第9页

打开仪器   第11页

调平仪器   第11页

4.7.2 远距离运输

如要远距离运输水份测定仪，请始终使用原始包装。

4.7.3 包装和存储

包装水份测定仪

将所有包装部件储存在安全的地方。原始包装元件专门针对水份测定仪及其组件设计，可确保在运

输或存储期间提供最佳保护。

存储水份测定仪

在以下条件下存储水份测定仪：

室内且在原始包装中。

根据环境条件（参见"技术数据"一章）。

信息

当存储时间超过六个月，充电电池可能没电（日期和时间丢失）。

可参阅

通用数据   第20页

5 维护

为了保证快速水分测定仪的功能性和称量结果的准确性，用户必须对其进行一些保养。

有关完整信息，请查阅《参考手册（RM）》。

u www.mt.com/HE73-RM
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5.1 维护任务

维护作业 推荐的维护间隔 备注

清洁 每次使用后

更换样品后

取决于污染的程度

取决于您的内部规定(SOP)

请参阅"“清洁”"

进行常规SmartCal测试 清洁后 请参阅《参考手册》中的"测
试"

进行校正（重量校正、

温度校正）

更换放置位置后

如果测试表明需要进行校正

请参阅《参考手册》中的"校
正"

更换电源线路保险丝 如果保险丝熔断 请参阅"更换电源线路保险丝"

可参阅

更换电源线路保险丝   第19页

清洁   第17页

5.2 清洁

 小心

高温表面造成的烫伤

干燥单元的内置部件，以及加样腔的部件可能会达到导致触摸后烫伤的温度。

应等到加热单元完全冷却后再执行维护任务。

5.2.1 拆卸进行清洁

5.2.1.1 拆卸加样腔

水份测定仪已关闭。

2

1

3

1 打开盖子。

2 取下样品盘手柄(1)。

3 取下样品盘支架(2)。

4 拆下防风罩(3)。

5.2.1.2 拆下防护玻璃

只有在需要清洁玻璃后面时，才需要拆下防护玻璃。

简
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注意

卤素灯脏污导致的错误结果

如果取下防护玻璃时卤素灯接触到粘性物质，则热量可能分布不均匀，结果可能会失

真。

1 请勿触摸卤素灯。

2 如果触摸卤素灯，使用湿的无绒软布和温和溶剂（如70%的异丙醇或乙醇）将其擦
拭干净。

需要的物料

螺丝刀

水份测定仪已关闭。

1 2 3

1 打开盖子。

2 小心地取下固定反射器环的四个螺钉(1)。

3 拆除反射器环(2)（玻璃支架）。

4 小心地将防护玻璃(3)从反射器环中取出。

5.2.2 清洁仪器

注意

因清洗方法不正确而损坏仪器

如果液体进入外壳，则有可能损坏仪器。某些清洗剂、溶剂或研磨剂可能会损坏仪器表

面。

1 请勿向仪器喷洒或倾倒液体。

2 仅使用仪器参考手册(RM)中指定的清洁剂。

3 务必使用略微湿润的无绒布或纸巾清洁仪器。

4 立即拭去任何溅出物。

清洁水份测定仪周围

去除水份测定仪周围的任何灰尘或污垢，避免进一步的污染。

清洁终端

使用湿布或纸巾及温和清洗剂清洁终端。

清洁可拆卸部件

使用湿布或纸巾及中性清洁剂对折下的部件进行清洁。

清洁水份测定仪

1 使用沾湿温和清洗剂的无绒布清洁水份测定仪表面。
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2 首先使用一次性纸巾清除粉末或灰尘。

3 使用湿的无绒软布和温和溶剂（如70%的异丙醇或乙醇）清除粘性物质。

5.2.3 清洁后投入使用

1 重新组装水份测定仪。

2 将水份测定仪连接至电源。

3 按下 ，打开水份测定仪。

4 检查水平状态，必要时调平水份测定仪。

5 请遵守“技术资料”中规定的预热时间。

6 根据您公司的内部规程进行一次常规测试。METTLER TOLEDO建议在清洁天平后进行一次SmartCal
测试。

水份测定仪已经准备好可以使用了。

5.3 更换电源线路保险丝

注意

因保险丝处理不当造成损坏

使用错误的保险丝或保险丝处理不当都有可能造成仪器出现无法修复的损坏。

1 仅使用正确类型和额定值的保险丝。

2 请勿使保险丝短路（桥接）。

如果显示操作终端的显示屏在通电后仍呈暗色，很可能是电源线路保险丝已烧断。

电源线路保险丝位于水份测定仪的背面。

需要的物料

螺丝刀

备用保险丝，有关正确类型，请参阅[通用数据   第20页]

操作步骤

1 取出电源线，断开电源。

2 要打开保险丝盒，请将螺丝刀按入保险丝盒，然后

轻轻转动（最多半圈）。

3 拉出保险丝盒。

4 取出保险丝，并检查其状况。

5 如果保险丝已烧断，应用相同类型和额定值的保险

丝进行更换。

6 插入保险丝盒并顺时针旋转将其锁定。

7 重新连接电源线。

可参阅

通用数据   第20页
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6 技术参数

6.1 通用数据

电源

115 V AC 100 V–120 V AC, 50/60 Hz, 4 A

230 V AC中国 200 V–240 V AC, 50/60 Hz, 2 A

电压波动 -15%+10%

电源负荷散热器 在干燥过程中最大 400 W

电源线路保险丝 115 V： 5 x 20 mm，F6.3AL250V（6.3 A，快断，低断开容量）

230 V： 5 x 20 mm，F2.5AL250V（2.5 A，快断，低断开容量）

保护与标准

过电压类别 II

污染等级 2

安全性和EMC标准 请参阅符合性声明（标准配置的一部分）

应用范围 用于干燥的室内

环境条件

海拔高度 < 4000 m

环境温度范围 运行： +10 °C至+30 °C
（在+5 °C至+40 °C温度条件下保证运行）

空气相对湿度 达到+31 °C时，最高空气湿度为80%，当气温达到+40 °C
时，线性下降至50%
20% - 80%，非凝结条件。

预热时间 仪器接通电源后至少60分钟； 从待机模式开启后，仪器随
即做好操作准备。

材料

加热模块

外壳 PBT-GB20

观测窗口栅格 PPS A504X90 (UL94-V0)

防护玻璃 玻璃陶瓷

卤素灯 石英玻璃

反射器 不锈钢，X2CrNiMo17-2（1.4404）

反射器支架 PPS A504X90 (UL94-V0)

防风罩，内部底板 不锈钢，X2CrNiMo17-2（1.4404）

7 处置

依照关于电气和电子设备废弃物（WEEE）的欧盟指令2012/19/EU，该设备不得作为
生活废弃物进行处置。这也适用于欧盟以外的国家，请按照其具体要求进行处置。 
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请遵照当地法规，在规定的电气和电子设备收集点处理本产品。如果您有任何疑问，请与主管部门

或者您购买本设备的经销商联系。如果将此设备传递给其他方，则本规定的内容也必须相关。
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1 บทนำ(
ขอขอบคณุที่ซื้อเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นชนดิหลอดฮาโลเจนจาก METTLER TOLEDO เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
รวมประสทิธภิาพสงูเขา้กบัการใชง้านงา่ย
เอกสารนี้อา้งองิซอฟตแ์วรเ์วอรช์นั V1.02

EULA

ซอฟตแ์วรใ์นผลติภณัฑน์ี้ไดรั้บอนุญาตใหใ้ชง้านภายใตข้อ้ตกลงอนุญาตใช ้
สทิธสิำ�หรับผู้ใช ้(EULA) METTLER TOLEDO

เมื่อใชผ้ลติภณัฑน์ี้ แสดงวา่คณุยอมรับในขอ้กำ�หนดของ EULA

u www.mt.com/EULA

1.1 เอกสารและขอ้มลูเพิ่มเตมิ
เอกสารนี้มใีหใ้ชง้านในภาษาอื่นๆ ทางออนไลน์

u www.mt.com/moisture

คน้หาเอกสาร u www.mt.com/library

หากมคีำ�ถามเพิ่มเตมิ โปรดตดิตอ่ตวัแทนจำ�หน่ายหรอืตวัแทนบรกิารที่ไดรั้บอนุญาต METTLER TOLEDO

u www.mt.com/contact

1.2 ชื่อยอ่และตวัยอ่
คำ(ศพัทเ์ดมิ คำ(ศพัทท์ ี่

แปล
คำ( อธบิาย

AC Alternating Current

(ไฟฟ้ากระแสสลบั)

DC Direct Current

(ไฟฟ้ากระแสตรง)

EMC Electromagnetic Compatibility

FCC Federal Communications Commission

RM Reference Manual

(คู่มอือา้งองิ)

SNR Serial Number

SOP Standard Operating Procedure

UM User Manual

(คู่มอืผู้ใช)้

USB Universal Serial Bus

1.3 ขอ้มลูการปฏบิตัติามระเบยีบขอ้บงัคบั
เอกสารรับรองในประเทศ เชน่ เอกสารแสดงการปฏบิตัติามมาตรฐาน FCC มใีหใ้ชง้านทางออนไลน ์และ/หรอืมี
ใหไ้วใ้นกลอ่งบรรจุ

u http://www.mt.com/ComplianceSearch

ตดิตอ่ METTLER TOLEDO ในกรณีที่มคีำ�ถามเกี่ยวกบัการปฏบิตัติามระเบยีบขอ้บงัคบัเฉพาะประเทศของเครื่องมอื
ของคณุ

u www.mt.com/contact

th
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2 ขอ้มลูความปลอดภยั
เอกสารทัง้สองรายการ คอื "คู่มอืผู้ใช"้ และ "คู่มอือา้งองิ" มใีหใ้ชง้านสำ�หรับเครื่องมอืนี้

คู่มอืผู้ใชน้ี้จะพมิพแ์ละสง่มาพรอ้มกบัเครื่องมอื
คู่มอือา้งองิอเิล็กทรอนกิสน์ี้มคีำ�อธบิายที่ครบถว้นเกี่ยวกบัเครื่องมอืและการใชง้าน
เก็บรักษาเอกสารทัง้สองไวใ้ชอ้า้งองิในอนาคต
ใหเ้อกสารทัง้สองนี้แนบไปดว้ยหากคณุสง่ตอ่เครื่องมอืนี้ใหผู้้อื่น

ใชเ้ครื่องมอืใหส้อดคลอ้งกบัคู่มอืผู้ใชแ้ละคู่มอือา้งองิเทา่นัน้ หากไมไ่ดใ้ชง้านเครื่องมอืโดยสอดคลอ้งตาม
เอกสารนี้หรอืหากมกีารดดัแปลงแกไ้ขเครื่องมอื การรักษาความปลอดภยัของเครื่องมอือาจเสื่อมคณุภาพลงและ
Mettler-Toledo GmbH จะไมรั่บผดิตอ่การใชง้านผดิประเภทนี้

2.1 คำ(จำ(กดัความของขอ้ความเตอืนและสญัลกัษณค์ำ(เตอืน
หมายเหตดุา้นความปลอดภยัมขีอ้มลูที่สำ�คญัเกี่ยวกบัปัญหาดา้นความปลอดภยั การเพกิเฉยตอ่หมายเหตดุา้น
ความปลอดภยัอาจนำ�ไปสู่การบาดเจ็บความเสยีหายตอ่เครื่องมอื การทำ�งานผดิปกต ิและผลที่ผดิพลาด
หมายเหตดุา้นความปลอดภยั จะม ีขอ้ความเตอืนและสญัลกัษณเ์ตอืนตอ่ไปนี้กำ�กบั ไว ้

ขอ้ความเตอืน

อนัตราย สถานการณอ์นัตรายที่มคีวามเสี่ยงสงู ที่อาจสง่ผลใหเ้กดิการบาดเจ็บสาหสัหรอืเสยีชวีติ
หากไมห่ลกีเลี่ยง

คำ(เตอืน สถานการณ ์ที่ เป็น อนัตราย โดย ม ีความเสี่ยง ระดบั ปานกลาง อาจ ทำ�ให ้ เกดิ การ บาด
เจ็บ รนุแรง หรอื ถงึ ขัน้ เสยีชวีติ ได ้ หาก ไม ่หลกีเลี่ยง

ขอ้ควรระวงั สถานการณ ์ อนัตรายที่ ม ีความเสี่ยง ระดบั ต่ำ� อาจ ทำ�ให ้ เกดิ การบาดเจ็บ เล็กนอ้ย หรอื
ปานกลาง ได ้ หาก ไม ่หลกีเลี่ยง

ประกาศ สถานการณ ์ที่ เป็น อนัตราย โดย ม ีความเสี่ยง ระดบั ต่ำ� อาจ ทำ�ให ้ เกดิ ความเสยีหาย ตอ่
เครื่องมอื ความเสยีหาย ตอ่ สิ่งของ อื่น การทำ�งาน ผดิปกต ิและ ผล ขอ้มลู ผดิพลาด หรอื
การสญูเสยี ขอ้มลู ได ้

สญัลกัษณค์ำ(เตอืน

อนัตรายทั่วไป พื้นผวิรอ้น

ขอ้สงัเกต

2.2 หมายเหตดุา้นความปลอดภยัจำ(เพาะผลติภณัฑ์

วตัถปุระสงคก์ารใชง้าน
เครื่องมอืนี้ไดรั้บการออกแบบมาใหใ้ชง้านโดยผู้ที่ไดรั้บการฝึกอบรมมาเทา่นัน้ เครื่องมอืนี้มไีวส้ำ�หรับการวดั
คา่น ้ำ�หนักที่หายไปในระหวา่งการทำ�ใหต้วัอยา่งแหง้
การใชง้าน และ การควบคมุ การทำ�งาน ที่ เกนิ ขดีจำ�กดัการใชง้านที่  Mettler-Toledo GmbH ระบ ุโดย ไมไ่ด ้ รับ
อนุญาต จาก Mettler-Toledo GmbH ถอื เป็น การใชง้าน ที่ ไมต่รงตาม วตัถปุระสงค์
การใชง้านวดัความชื้นตอ้งไดรั้บการดแูลใหม้ปีระสทิธภิาพสงูและไดรั้บการรับรองโดยผู้ใชถ้งึความสอดคลอ้ง
ตามกฎระเบยีบในทอ้งถิ่น ขอ้มลูเฉพาะตามการใชง้านที่ METTLER TOLEDO มใีห ้มไีวเ้พื่อเป็นแนวทางเทา่นัน้
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ความรบัผดิชอบของเจา้ของเครื่องมอื
เจา้ของ เครื่องมอื เป็น บคุคลที่ครอบครองกรรมสทิธิ์ในเครื่องมอื และเป็นผู้ใชเ้ครื่องมอืหรอืมสีทิธิ์อนุญาตให ้
บคุคลอื่นใดใชเ้ครื่องมอื หรอืผู้ที่มสีทิธิ์ตามกฎหมายใหเ้ป็นผู้ควบคมุการทำ�งานของเครื่องมอื เจา้ของเครื่องมอื
มหีนา้ที่ดแูล ความปลอดภยัของผู้ใชแ้ละ บคุคลที่สามทัง้หมดที่ใชเ้ครื่องมอื
Mettler-Toledo GmbH ถอืวา่เจา้ของเครื่องมอืฝึกอบรมผู้ใชใ้หใ้ชเ้ครื่องมอืในสถานที่ทำ�งานอยา่งปลอดภยัและ
รับมอืกบัอนัตรายที่อาจเกดิขึ้นแลว้ Mettler-Toledo GmbH ถอืวา่เจา้ของเครื่องมอืไดจั้ดเตรยีมอปุกรณป้์องกนัที่
จำ�เป็นไวเ้รยีบรอ้ยแลว้

หมายเหตเุพื่อความปลอดภยั

 คำ(เตอืน
อาจเสยีชวีติหรอืบาดเจ็บรา้ยแรงเนื่องจากถกูไฟฟ้าดดู
สมัผัสกบัชิ้นสว่นที่มกีระแสไฟไหลผา่นอาจนำ�ไปสู่การบาดเจ็บหรอืเสยีชวีติ หาก ไมส่ามารถ ปิด
เครื่องมอืได ้ ใน กรณี ฉุกเฉนิ ผู้คน อาจ ไดรั้บ บาดเจ็บ หรอื เครื่องมอื อาจ เสยีหาย ได ้
1 ตรวจสอบ วา่แรงดนัไฟฟ้าที่พมิพไ์วบ้นเครื่องมอื ตรงกบั แรงดนั ไฟฟ้าของระบบจา่ยไฟ ใน

ทอ้งถิ่น ของ คณุ หาก ไมต่รงกนั หา้มเสยีบตอ่ เครื่องมอืเขา้กบั ระบบจา่ยไฟ ใน ทกุ กรณี แต ่ให ้
ตดิตอ่ ตวัแทน METTLER TOLEDO

2 ใช ้ เฉพาะ สายไฟ สามขาที่ม ีตวัตอ่ สายดนิใหด้ว้ย เพื่อ เชื่อมตอ่ กบั เครื่องมอื ของ คณุที่
METTLER TOLEDO จัดเตรยีมไวใ้หใ้นการเชื่อมตอ่เครื่องมอื

3 เสยีบตอ่เครื่องมอืเขา้กบัปลั๊กเสยีบไฟแบบสามขาที่มขีัว้ตอ่สายดนิเทา่นัน้
4 ตอ้งใชเ้ฉพาะสายเคเบลิตอ่ขยายมาตรฐานที่ม ีตวัตอ่ สายดนิ สำ�หรับการใชง้านเครื่องมอื นี้
5 ตรวจสอบวา่ตอ้งสามารถดงึปลั๊กไฟออกไดต้ลอดเวลา
6 จัดวางสายเคเบลิเพื่อป้องกนัไมใ่หไ้ดรั้บความเสยีหายหรอื เพื่อไมใ่ห ้ กดีขวางการทำ�งาน
7 เก็บสายไฟและการเชื่อมตอ่ทางไฟฟ้าทัง้หมดใหห้า่งจากของเหลว

 คำ(เตอืน
อาจบาดเจ็บหรอืเสยีชวีติเนื่องจากสารพษิหรอืสารที่มฤีทธิ์กดักรอ่น
การอุ่นสารพษิหรอืสารที่มฤีทธิ์กดักรอ่น เชน่ กรด อาจสง่ผลใหเ้กดิไอพษิหรอืไอกดักรอ่นที่อาจ
กอ่ใหเ้กดิการบาดเจ็บได ้หากสมัผัสกบัผวิหนังหรอืดวงตาหรอืหากสดูดมเขา้ไป
1 เมื่อใชส้ารเคมแีละตวัทำ�ละลาย ใหป้ฏบิตัติามคำ�แนะนำ�จากผู้ผลติและกฎความปลอดภยั

ทั่วไปในหอ้งปฏบิตักิาร
2 จัดเตรยีมเครื่องมอืในสถานที่ซ ึ่งอากาศถา่ยเทไดด้ี
3 เมื่อใชง้านสสารแหง้ ที่ กอ่ใหเ้กดิ กา๊ซพษิ ใหว้าง เครื่องมอืไวใ้นตู้ดดูควนั

 คำ(เตอืน
อาจเสยีชวีติหรอืบาดเจ็บรา้ยแรงเนื่องจากตวัทำ(ละลายไวไฟ
ตวัทำ�ละลายไวไฟที่อยู่ใกลก้บัเครื่องมอือาจจดุประกายไฟ และนำ�ไปสู่ไฟไหมแ้ละการระเบดิได ้
1 เก็บตวัทำ�ละลายไวไฟใหห้า่งจากเครื่องมอื
2 เมื่อใชส้ารเคมแีละตวัทำ�ละลาย ใหป้ฏบิตัติามคำ�แนะนำ�จากผู้ผลติและกฎความปลอดภยั

ทั่วไปในหอ้งปฏบิตักิาร

th
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 ขอ้ควรระวงั
ถกูลวกเนื่องจากพื้นผวิรอ้น
ระหวา่งการทำ�งาน ชิ้นสว่นของเครื่องมอือาจมอีณุหภมูสิงูถงึระดบัที่อาจลวกผวิหนังไดห้ากสมัผัส
1 อยา่สมัผัสบรเิวณที่มสีญัลกัษณเ์ตอืนนี้กำ�กบัไว ้
2 ตรวจสอบใหแ้น่ใจวา่มพีื้นที่วา่งเพยีงพอรอบตวัเครื่อง เพื่อหลกีเลี่ยงการสะสมของความรอ้น

และการรอ้นจัด (ประมาณ 1 ม. เหนอืชดุทำ�ความรอ้น)

3 หา้มปิด ตดิเทป หรอือดุชอ่งระบายอากาศที่อยู่เหนอืชอ่งใสต่วัอยา่ง อยา่ดดัแปลงชอ่งระบาย
อากาศไมว่า่ดว้ยวธิกีารใดๆ

4 ดำ�เนนิการอยา่งระมดัระวงัเมื่อนำ�ตวัอยา่งออก ตวัอยา่ง ชอ่งใสต่วัอยา่ง และตู้ครอบและถาด
ใสต่วัอยา่งอาจรอ้นจัด

5 อยา่เปิดชดุทำ�ความรอ้นระหวา่งการทำ�งาน ปลอ่ยใหช้ดุทำ�ความรอ้นเย็นลงกอ่นเปิดทกุครัง้
6 อยา่ดดัแปลงชดุทำ�ความรอ้นไมว่า่ดว้ยวธิกีารใดๆ

ประกาศ
ความเสยีหายตอ่เครื่องมอืเนื่องจากสสารหรอืไอกดักรอ่น
สสารกดักรอ่นและไอกดักอ่นอาจสรา้งความเสยีหายตอ่เครื่องมอืได ้
1 เมื่อใชส้ารเคมแีละตวัทำ�ละลาย ใหป้ฏบิตัติามคำ�แนะนำ�จากผู้ผลติและกฎความปลอดภยั

ทั่วไปในหอ้งปฏบิตักิาร
2 ตรวจสอบใหแ้น่ใจวา่ชิ้นสว่นเครื่องมอืที่สมัผัสกบัสสารตวัอยา่งจะไมเ่กดิการเปลี่ยนแปลงจาก

ตวัอยา่ง
3 เชด็ไอกดักรอ่นที่ควบแน่นใดๆ หลงัจากการทำ�งาน
4 ทำ�งานโดยใชต้วัอยา่งปรมิาณเล็กนอ้ย

ประกาศ
อาจเกดิความเสยีหายกบัเครื่องมอืหรอืเกดิความขดัขอ้งไดห้ากใชช้ิ้นสว่นที่ไมเ่หมาะสม

ใชช้ ิ้นสว่นจาก METTLER TOLEDO ที่มวีตัถปุระสงคเ์พื่อใชง้านกบัเครื่องมอืของคณุเทา่นัน้

รายการชิ้นสว่นอะไหลแ่ละอปุกรณเ์สรมิดไูดใ้นคู่มอือา้งองิ

3 รปูแบบ และ ฟงักช์นั ทำ(งาน
หากตอ้งการขอ้มลูเพิ่มเตมิ ใหด้ทูี่คู่มอือา้งองิ (RM)

u www.mt.com/HE73-RM

3.1 ภาพรวม
ดหูวัขอ้ "Overview" (กราฟิกและคำ�อธบิาย) ในตอนตน้ของคู่มอืฉบบันี้

6 เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
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3.2 จอแสดงผล

3.2.1 ภาพรวมพื้นที่แสดงผล

A B

8 7 6 5 4

1 2 3

1 พื้นที่แสดงผลการวเิคราะห์ 2 พื้นที่หลกั

3 พื้นที่หน่วย / บรกิาร / การปรับแตง่ 4 พื้นที่แสดงคา่อณุหภมูิ

5 พื้นที่แสดงรปูแบบการทำ�งาน 6 พื้นที่แสดงคำ�แนะนำ�ผู้ใช ้

7 พื้นที่โหมดทำ�ความรอ้น 8 พื้นที่หยดุการทำ�งานของเครื่องและแบบตัง้
เวลา

3.2.2 ไอคอน

ไอคอน ฟงักช์นั ไอคอน ฟงักช์นั
บง่บอกคา่ที่ไมเ่สถยีร อณุหภมูกิารอบแหง้

บง่บอกคา่ที่คำ�นวณ หน่วยอณุหภมูิ

บง่บอกคา่ที่ ตดิลบ โหมดบรกิาร (เกี่ยวขอ้งเฉพาะกบัชา่ง
เทคนคิบรกิารเทา่นัน้)

ขอ้กำ�หนดในการหยดุการทำ�งาน:
อตัโนมตัหิรอืตัง้เวลา

การปรับคา่น ้ำ�หนัก

โหมดอบแหง้ «มาตรฐาน» คำ�แนะนำ�ผู้ใช ้

โหมดอบแหง้ «รวดเร็ว» ตวับง่ชี้ความคบืหนา้

แสดงรปูแบบ A หรอื B ที่ใชง้าน สิ้นสดุการตรวจหาความชื้น
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3.2.3 ตวับง่ชี้ความคบืหนา้

ไฟสถานะความคบืหนา้แสดงความคบืหนา้ของกระบวนการอบแหง้

สถานะ ภาพ การหยดุการทำ(งานของเครื่อง
อตัโนมตั ิ

การหยดุการทำ(งานของเครื่อง
ตามที่ต ั้งเวลา

1 กระบวนการ อบแหง้เริ่มตน้ กระบวนการ อบแหง้เริ่มตน้

2 เวลา ผา่นไป 30 วนิาที เวลา ผา่นไป 1/5 ของ เวลา

3 เวลา ผา่นไป 1 นาที เวลา ผา่นไป 2/5 ของ เวลา

4 เมื่อการสญูเสยีน ้ำ�หนักเฉลี่ยอยู่ที่ 1
มก. ตอ่ 15 วนิาที

เวลา ผา่นไป 3/5 ของ เวลา

5 เมื่อการสญูเสยีน ้ำ�หนักเฉลี่ยอยู่ที่ 1
มก. ตอ่ 30 วนิาที

เวลา ผา่นไป 4/5 ของ เวลา

6 ถงึ เวลา ปิดเครื่อง อตัโนมตัิ

ผลลพัธแ์ละขอ้ความ END (สิ้นสดุ)
จะปรากฏขึ้น

ถงึ เวลา ที่ ตัง้ไว ้

ผลลพัธแ์ละขอ้ความ END (สิ้นสดุ)
จะปรากฏขึ้น
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3.2.4 คำ(แนะนำ(ผู้ใช้

ไอคอนแนะนำ�ผู้ใชแ้นะนำ�กระบวนการอบแหง้แบบทลีะขัน้ตอน เมื่อไอคอนนี้กะพรบิ ใหท้ำ�ตามขัน้ตอนตอ่ไปได ้

ไอคอน สถานะ คำ(อธบิาย
– วางจานใสต่วัอยา่งเปลา่และ Tare น ้ำ�หนัก

หมายเหตุ
การ Tare น ้ำ�หนักจะทำ�ไดก้็ตอ่เมื่อปิดฝาเทา่นัน้

พรอ้มตรวจวดัคา่ วางตวัอยา่งลงในจานใสต่วัอยา่ง

– ปิดฝา

พรอ้มที่จะเริ่มตน้ เริ่มการวดัคา่

การวดัคา่เริ่มตน้ในขณะที่
ฝายงัเปิดอยู่

ปิดฝา

ไมม่ไีอคอน – การวดัคา่กำ�ลงัทำ�งานหรอืเสร็จสิ้นแลว้ ผู้ใชไ้มต่อ้งทำ�อะไร

4 การตดิต ั้งและการเร ิ่มตน้ควบคมุการทำ(งาน

4.1 การเลอืกที่ต ั้งเครื่อง
เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นเป็นเครื่องมอืที่มคีวามไวและความแมน่ยำ� สถานที่ตัง้สง่ผลกระทบอยา่งสงูตอ่ความ
เที่ยงตรงของผลลพัธ์

ขอ้กำ(หนดของตำ(แหนง่ที่ต ั้ง

วางบนโตะ๊ที่มั่นคง ตรวจสอบใหแ้น่ใจวา่มี
ระยะหา่งจากเครื่องมอือื่น
ๆ ในบรเิวณใกลเ้คยีง
อยา่งเพยีงพอ

ปรับระดบัเครื่องมอืใหไ้ด ้
ระนาบ

จัดแสงไฟใหเ้พยีงพอ
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หลกีเลี่ยงแสงแดด
โดยตรง

หลกีเลี่ยงการสั่นสะเทอืน หลกีเลี่ยงลมแรง หลกีเลี่ยงอณุหภมูิ
แปรปรวน

คำ�นงึถงึสภาวะแวดลอ้ม โปรดด ู"ขอ้มลูทางเทคนคิ"

ระยะหา่งที่เพยีงพอสำ�หรับเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น: > 15 ซม.ขา้งเครื่องมอื, > 1 เมตรเหนอืฝา

4.2 การแกะกลอ่งเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
ตรวจสอบหารอ่งรอยความเสยีหายของบรรจภุณัฑ ์องคป์ระกอบบรรจภุณัฑ ์และสว่นประกอบที่จัดสง่ หากสว่น
ประกอบใด ๆ ชำ�รดุ โปรดตดิตอ่ตวัแทนบรกิาร METTLER TOLEDO ของคณุ

ยงัเห็น

การขนยา้ย การบรรจหุบีหอ่ และการจัดเก็บ   หนา้ 16

4.3 สิ่งที่มใีหใ้น กลอ่งบรรจุ

เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น

ชดุอบแหง้
ตู้ครอบกนัลม
ที่จับตวัอยา่ง
ที่วางจานใสต่วัอยา่ง

สายไฟตามประเทศ
ฟิวสอ์ะไหลต่ามประเทศ

เอกสารประกอบ

คู่มอืการใชง้าน
คู่มอืสำ�หรับเครื่องวดัความชื้น

เอกสารแสดงการปฏบิตัติามมาตรฐาน
(Declaration of Conformity)

อปุกรณเ์สรมิ

จานชั่งตวัอยา่งอลมูเินยีม 80 ชิ้น
ตวัอยา่งทดสอบ (กระดาษกรองเสน้ใยแกว้)

ฝาปิดป้องกนัขณะใชง้าน (In-use cover)

ตวัอยา่ง SmartCal 2 ชิ้น

4.4 การตดิต ั้ง

ประกาศ
ผลลพัธท์ ี่ผดิพลาดเนื่องจากการใชง้านที่จบัจานใสต่วัอยา่งไมถ่กูตอ้ง
การจับตวัอยา่งและจานใสต่วัอยา่งไมถ่กูตอ้งอาจสง่ผลใหผ้ลลพัธผ์ดิพลาดได ้

วางที่จับจานใสต่วัอยา่งใหถ้กูตอ้งเสมอ และคอ่ย ๆ วางลงบนที่วางจานใสต่วัอยา่งอยา่ง
ระมดัระวงั

10 เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น



3

2
1

1 เปิดฝา
2 วางตู้ครอบ (1) มตีำ�แหน่งที่ วางไดเ้พยีงหนึ่งตำ�แหน่ง

เทา่นัน้
3 วางที่วางจานใสต่วัอยา่ง (2) หมนุที่วางจานใสต่วัอยา่งจน

กระทั่งล็อกเขา้ที่อยา่งถกูตอ้ง
4 วางที่จับจานใสต่วัอยา่ง (3)

4.5 การนำ(มาใชง้าน

4.5.1 การเชื่อมตอ่เครื่องมอื

 คำ(เตอืน
อาจเสยีชวีติหรอืบาดเจ็บรา้ยแรงเนื่องจากถกูไฟฟ้าดดู
การสมัผัสกบัชิ้นสว่นที่มกีระแสไฟไหลผา่นอาจนำ�ไปสู่การเสยีชวีติหรอืการบาดเจ็บได ้
1 ใชเ้ฉพาะสายไฟ METTLER TOLEDO ที่ออกแบบมาสำ�หรับเครื่องมอืเทา่นัน้
2 เชื่อมตอ่สายไฟเขา้กบัเตา้รับไฟที่ตอ่สายดนิแลว้
3 เก็บสายไฟและขัว้ตอ่ทางไฟฟ้าทัง้หมดใหห้า่งจากของเหลวและความชื้น
4 ตรวจสอบสายไฟและปลั๊กไฟเพื่อหาความเสยีหาย และเปลี่ยนถา้เสยีหาย

1 ตดิตัง้สายเคเบลิอยา่งถกูตอ้ง เพื่อป้องกนัไมใ่ห ้ ไดรั้บ
ความเสยีหาย หรอืเพื่อไมใ่ห ้ กดีขวางการทำ�งาน

2 เสยีบปลั๊กของอะแดปเตอร ์AC/DC เขา้กบัเตา้เสยีงไฟฟ้า
ของเครื่องมอื

3 เสยีบปลั๊กของสายไฟเขา้กบัเตา้รับที่ตอ่สายดนิแลว้ที่เขา้
ถงึไดง้า่ย

หมายเหตุ
อยา่เชื่อมตอ่เครื่องมอืเขา้กบัเตา้รับไฟฟ้าที่ควบคมุดว้ยสวติช ์หลงัจากเปิดเครื่องมอื ทำ�การวอรม์เครื่องกอ่นใช ้
งาน จะใหผ้ลลพัธท์ี่เที่ยงตรง

ยงัเห็น

ขอ้มลูทั่วไป   หนา้ 20
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4.5.2 การเปิดเครื่อง

กำ(ลงัวอรม์เครื่อง
กอ่นที่เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นจะใหผ้ลลพัธท์ี่เชื่อถอืได ้ตอ้งวอรม์เครื่องกอ่น อาจใชเ้วลา 1 ชั่วโมงหลงัจาก
เชื่อมตอ่อปุกรณ ์เมื่อเครื่องมอืที่เปิดสวติชจ์ากการสแตนดบ์ายจะพรอ้มใชง้านทนัที
1 เครื่องมอืเชื่อมตอ่กบัแหลง่จา่ยไฟแลว้
2 กด [ ] เพื่อเปิดเครื่อง

จอแสดงผลสวา่งขึ้น
เครื่องมอืพรอ้มใชง้าน

4.5.3 ปรบัเครื่องมอืใหอ้ยู่ในระดบั
ตำ�แหน่งจัดวาง ที่ไดร้ะดบั และ มั่นคง เป็น สิ่งที่ ตอ้งม ีเพื่อ ผลลพัธท์ี่ ทำ�ซ ้ำ�ได ้ และ แมน่ยำ� หากตอ้งการ ชดเชย
ความขรขุระ หรอื ความลาดเอยีง เล็กนอ้ย (±2 %) ของ ที่ตัง้ เครื่อง ตอ้ง ดำ�เนนิการ ปรับ ระดบั ของ เครื่องมอื

L R

เครื่องมอืควรไดรั้บการปรับระดบัระนาบทกุครัง้ที่เปลี่ยนที่ตัง้
เพื่อการจัดวางเครื่องใหไ้ดร้ะดบัแน่นอน เครื่องมอืมตีวัแสดง
สถานะการไดร้ะดบั (ระดบั) และสกรปูรับระดบั 2 ตวั เมื่อฟอง
อากาศในตวัแสดงระดบัอยู่ก ึ่งกลางพอดแีสดงวา่ เครื่องมอืจัด
วางไดร้ะดบัแลว้ หากตอ้งการ ปรับระดบั ใหด้ำ�เนนิการดงันี้

1 วางเครื่องมอืในตำ�แหน่งที่เลอืก
2 หมนุขาปรับระดบัสองขา้งจนกระทั่งฟองอากาศ อยู่ที่ตรง

กลางของตวัแสดง ระดบั

L = ขาซา้ย
R = ขาขวา

ฟองอากาศอยู่ที่ 12
นาฬกิา:

หมนุขาทัง้สองตวัตามเข็มนาฬกิา

ฟองอากาศอยู่ที่ 3
นาฬกิา:

หมนุ ขาซา้ย ตามเข็ม นาฬกิา หมนุ ขาขวา
ทวนเข็ม นาฬกิา

ฟองอากาศอยู่ที่ 6
นาฬกิา:

หมนุ ขา ทัง้ สองตวั ทวนเข็ม นาฬกิา

ฟองอากาศอยู่ที่ 9
นาฬกิา:

หมนุ ขาซา้ย ทวนเข็ม นาฬกิา หมนุ ขาขวา
ตามเข็ม นาฬกิา

4.5.4 การตรวจสอบฟงักช์นั
หลงัจากการตดิตัง้ ทดสอบการทำ�งานที่ถกูตอ้งของเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นดว้ยการทดสอบ SmartCal ตวัอยา่ง
SmartCal สองชิ้นมใีหม้าพรอ้มการจัดสง่
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การทดสอบ SmartCal เป็นการทดสอบฟังกช์นัเครื่องมอืที่รวดเร็วและครบถว้น SmartCalTM เป็นสารทดสอบแบบ
เม็ด ซึ่งมคีา่ปรมิาณความชื้นที่เที่ยงตรงเมื่ออบรอ้นดว้ยอณุหภมูทิี่เจาะจงตามเวลาที่กำ�หนด การวดัคา่ดว้ย
SmartCalTM และเปรยีบเทยีบผลลพัธก์บัขดีจำ�กดัควบคมุ คณุสามารถทดสอบไดว้า่งเครื่องชั่งในตวัรวมถงึ
เซน็เซอรอ์ณุหภมูทิำ�งานไดด้พีรอ้มกนัได ้และดวูา่เครื่องมอืทำ�งานถกูตอ้งหรอืไม่
อยา่งไรก็ตาม SmartCal ไมส่ามารถแทนที่การทดสอบน ้ำ�หนักหรอือณุหภมูเิป็นครัง้คราวที่แนะนำ�

หากตอ้งการขอ้มลูเพิ่มเตมิเกี่ยวกบั SmartCal โปรดศกึษาหนา้ผลติภณัฑ์
www.mt.com/smartcal

4.5.4.1 ข ั้นตอนการตรวจสอบ

เครื่องมอืตัง้อยู่ในอณุหภมูหิอ้ง
1 กด Menu

2 ใช ้[ ] หรอื [ ] เพื่อเลอืก CAL

3 ใช ้[ ] หรอื [ ] เพื่อเลอืก S.CAL

4 ใช ้[ ] หรอื [ ] เพื่อตัง้คา่อณุหภมูทิี่ 70 °C, 100 °C, 130 °C หรอื 160 °C เลอืกอณุหภมูทิี่ใกลเ้คยีง
กบัการใชง้านของคณุที่สดุ

5 ยนืยนัการป้อนของคณุดว้ย [ ]

6 เปิดฝา

1

2

3

7 วางจานใสต่วัอยา่ง (1) เปลา่ลงในที่จับจานใสต่วัอยา่ง
(2)

8 วางที่จับจานใสต่วัอยา่ง (3) ในตู้ครอบ ตรวจสอบใหแ้น่ใจ
วา่ ลิ้นของที่จับจานใสต่วัอยา่งวางพอดกีบัชอ่งของตู้
ครอบ จานตอ้งวางเรยีบและไดร้ะดบับนที่วางจาน

9 ปิดฝา
เครื่องมอืจะ Tare น ้ำ�หนักโดยอตัโนมตัิ

12

10 นำ�ซอง SmartCal (1) ออกมาจากแผงบรรจ ุฉีกออก และ
เทสารทัง้หมดบนใสต่วัอยา่งใหส้ม่ำ�เสมอบนจานใส่
ตวัอยา่ง (2) ถา้จำ�เป็น ใหห้มนุและเอยีงจานใสต่วัอยา่ง
จนกวา่จะเต็มและมเีม็ดทดสอบกระจายสม่ำ�เสมอ

11 ปิดฝา
การทดสอบเริ่มตน้โดยอตัโนมตัิ

4.5.4.2 การประเมนิผลการทดสอบ
เปรยีบเทยีบผลการทดสอบ SmartCal กบัขดีจำ�กดัการควบคมุดา้นลา่ง และประเมนิวา่ผลลพัธเ์กนิขดีจำ�กดั
ควบคมุที่กำ�หนดหรอืไม่

อณุหภมูกิารอบแหง้ SmartCal

70 °C 3.2...4.4 %MCN

th
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อณุหภมูกิารอบแหง้ SmartCal

100 °C 5.2...6.4 %MCN

130 °C 7.4...8.8 %MCN

160 °C 9.9...11.7 %MCN

MCN = ปรมิาณความชื้นปกต ิ(คา่ที่คำ�นวณโดยพจิารณาจากอณุหภมูแิละความชื้น)

4.5.4.3 วดัคา่หลงัจากการทดสอบที่ลม้เหลว
ในกรณีที่การทดสอบลม้เหลว ใหด้ำ�เนนิการดงันี้:
1 หลงัจากอณุหภมูเิครื่องลดลง ทำ�การทดสอบซ ้ำ� และตรวจสอบใหแ้น่ใจวา่ทำ�ทกุขัน้ตอนถกูตอ้งแลว้
2 หากความขดัขอ้งยงัคงอยู่ ใหป้รับน ้ำ�หนักกอ่น
3 ทดสอบ SmartCal อกีครัง้ หากความขดัขอ้งยงัคงอยู่ ใหป้รับอณุหภมูิ
4 หากความขดัขอ้งยงัคงอยู่ ด ู"การแกไ้ขปัญหา"

ขอ้มลูเพิ่มเตมิเกี่ยวกบัการทดสอบและการปรับ โปรดศกึษาคู่มอือา้งองิ (RM)

u www.mt.com/HE73-RM

4.5.5 การต ั้งคา่เครื่องมอืเป็นโหมดสแตนดบ์าย
เครื่องมอืสามารถตัง้คา่เป็นสแตนดบ์ายไดโ้ดยการกด  ออกจากสแตนดบ์ายโดยการกด  อกีครัง้

4.5.6 การปิดเครื่อง
หากตอ้งการปิดเครื่องมอื เครื่องมอืตอ้งถอดปลั๊กออกจากแหลง่จา่ยไฟ
การกด  จะตัง้คา่เครื่องเป็นสแตนดบ์ายเทา่นัน้

4.6 ข ั้นตอนการวดัคา่อยา่งงา่ย
ใชต้วัอยา่งทดสอบที่ใหม้าดว้ย (กระดาษกรองเสน้ใยแกว้ชนดิดดูซบัได)้ สำ�หรับการวดัคา่ครัง้แรก
การตัง้คา่จากโรงงานสำ�หรับรปูแบบ  และ  เหมอืนกนั ใชว้ธิใีดวธิหีนึ่งสำ�หรับการวดัคา่ครัง้แรก

4.6.1 เปิดและปิดฝา

1

ปิดฝาโดยการยกฝาขึ้นที่มอืจับสำ�หรับเปิด (1)
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4.6.2 การ Tare น้ำ(หนกัเครื่องมอื
กอ่นการวดัถดัไป เครื่องมอืจะตอ้งไดรั้บการ Tare น ้ำ�หนักกอ่น

1

2

3

1 กดปุ่ม  หรอื  เพื่อเลอืกรปูแบบการทดสอบ
2 เปิดฝา

ไอคอนแนะนำ�ผู้ใช ้  แจง้ใหค้ณุวางจานใส่
ตวัอยา่งเปลา่

3 วางจานใสต่วัอยา่ง (1) เปลา่ลงในที่จับจานใสต่วัอยา่ง
(2)

4 วางที่จับจานใสต่วัอยา่ง (3) ในตู้ครอบ ตรวจสอบใหแ้น่ใจ
วา่ ลิ้นของที่จับจานใสต่วัอยา่งวางพอดกีบัชอ่งของตู้
ครอบ จานตอ้งวางเรยีบและไดร้ะดบับนที่วางจาน

5 ปิดฝา
เครื่องมอืจะ Tare น ้ำ�หนักโดยอตัโนมตัิ

4.6.3 การดำ(เนนิการวดัคา่

1

1 เปิดฝา
2 วางตวักรองเสน้ใยแกว้ (1) ลงในจานใสต่วัอยา่ง

3 หยดน ้ำ�ลงบนตวัอยา่งเล็กนอ้ยจนกวา่จะแสดงน ้ำ�หนัก
อยา่งนอ้ย 0.5 กรัม (น ้ำ�หนักขัน้ต่ำ�ของตวัอยา่งที่จำ�เป็น)
หมายเหตุ
กระบวนการอบแหง้จะไมเ่ริ่มตน้จนกวา่น ้ำ�หนักตวัอยา่งจะ
ถงึคา่ขัน้ต่ำ�

ไอคอนแนะนำ�ผู้ใช ้  แจง้ใหค้ณุปิดฝา
4 ปิดฝา

การวดัคา่เริ่มตน้โดยอตัโนมตัิ
จอแสดงผลแสดงขอ้มลูตอ่ไปนี้ในระหวา่งการวดัคา่:
– สถานะของกระบวนการอบแหง้ (กราฟ แสดง ผลการ
วเิคราะห)์
– อณุหภมูปัิจจบุนัใน ชอ่งใสต่วัอยา่ง
– เวลาที่ผา่นไปนับตัง้แตเ่ริ่มตน้กระบวนการวดัคา่
– ผลลพัธปั์จจบุนัในโหมดการแสดงผลที่เลอืก

เมื่อการวดัคา่เสร็จสิ้น ตวับง่ชี้ความคบืหนา้แสดง END (สิ้นสดุ)

th
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4.6.4 การวดัใหเ้สร็จสิ้น

 ขอ้ควรระวงั
ถกูลวกเนื่องจากพื้นผวิรอ้น
ตวัอยา่ง จานใสต่วัอยา่ง และ ชิ้นสว่นอื่น ๆ ภายในชอ่งใสต่วัอยา่งอาจยงัรอ้นจัดอยู่
1 อยา่สมัผัสตวัเครื่องที่มสีญัลกัษณเ์ตอืนนี้กำ�กบัไว ้
2 ยกจานใสต่วัอยา่งออกโดยใชท้ี่จับจานใสต่วัอยา่งเทา่นัน้

การวดัคา่เสร็จสิ้น
1 เปิดฝา
2 ยกที่จับจานใสต่วัอยา่งออกจากชอ่งใสต่วัอยา่ง
3 หากตอ้งการนำ�จานใสต่วัอยา่งออกจากที่จับ ใหย้กจานใส่

ตวัอยา่งขึ้นเล็กนอ้ยจากดา้นลา่ง และดงึออกจากที่จับ
ทางดา้นขา้ง
หากคณุไมต่อ้งการใชต้วัอยา่งและจานใสต่วัอยา่งอกีตอ่
ไป เพยีงเอยีงที่จับจนกระทั่งจานเลื่อนออก

4.7 การขนยา้ย การบรรจหุบีหอ่ และการจดัเก็บ

4.7.1 การขนยา้ยในระยะทางส ั้น ๆ
1 ถอดอะแดปเตอร ์AC/DC และถอดปลั๊กทัง้หมด
2 จับเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นดว้ยสองมอื และถอืในแนว

นอนจนถงึตำ�แหน่งเป้าหมาย พจิารณาขอ้กำ�หนดของ
ตำ�แหน่งที่ตัง้

หากตอ้งการนำ�เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นกลบัมาทำ�งาน ให ้
ดำ�เนนิการดงันี้
1 เชื่อมตอ่ตามลำ�ดบัยอ้นกลบั
2 ใหเ้วลาวอรม์เครื่องแกเ่ครื่องวเิคราะหค์วามชื้นอยา่งเพยีง

พอ
3 ปรับระดบัเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
4 ทดสอบและปรับ ถา้จำ�เป็น

ยงัเห็น

การเลอืกที่ตัง้เครื่อง   หนา้ 9

การเปิดเครื่อง   หนา้ 12

ปรับเครื่องมอืใหอ้ยู่ในระดบั   หนา้ 12

4.7.2 การขนยา้ยในระยะทางไกล
สำ�หรับการขนสง่เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นในระยะไกล ใหใ้ชบ้รรจภุณัฑเ์ดมิเสมอ
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4.7.3 การบรรจหุบีหอ่และการจดัเก็บ

การนำ(เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นใสก่ลอ่ง
จัดเก็บชิ้นสว่นทัง้หมดของบรรจภุณัฑไ์วใ้นที่ปลอดภยั องคป์ระกอบของบรรจภุณัฑเ์ดมินัน้ไดรั้บการพัฒนาขึ้น
มาเป็นพเิศษสำ�หรับเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น และสว่นประกอบนี้มไีวเ้พื่อรับรองการป้องกนัที่ดทีี่สดุระหวา่งการ
ขนสง่หรอืการจัดเก็บ

การจดัเก็บเครื่องวเิคราะหค์วาม
เก็บเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นในสภาวะตอ่ไปนี้:

ในรม่และในบรรจภุณัฑเ์ดมิ
ตามสภาพแวดลอ้ม โปรดดทูี่ "ขอ้มลูทางเทคนคิ"

หมายเหตุ

เมื่อจัดเก็บนานกวา่ 6 เดอืน แบตเตอรี่ชารจ์ไดอ้าจพลงังานหมด (วนัและวนัที่หายไป)

ยงัเห็น

ขอ้มลูทั่วไป   หนา้ 20

5 การบำ(รงุรกัษา
เพื่อรับประกนัฟังกช์นัการทำ�งานของเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นและความแมน่ยำ�ของผลลพัธ ์ผู้ใชต้อ้งทำ�การบำ�รงุ
รักษาจำ�นวนหนึ่ง

หากตอ้งการขอ้มลูเพิ่มเตมิ ใหด้ทูี่คู่มอือา้งองิ (RM)

u www.mt.com/HE73-RM

5.1 งานบำ(รงุรกัษา
การบำ(รงุรกัษา ชว่งเวลาที่แนะนำ( ขอ้สงัเกต
การทำ�ความสะอาด ทกุครัง้หลงัใชง้าน

หลงัจากการเปลี่ยนตวัอยา่ง
ขึ้นอยู่กบัระดบัมลภาวะ
ขึ้นอยู่กบัขอ้กำ�หนดการทำ�งานภายใน (SOP)
ของคณุ

ด ู"การทำ�ความสะอาด"

การทดสอบ SmartCal
อยา่งสม่ำ�เสมอ

หลงัจากทำ�ความสะอาด ด ู"ทดสอบ" ในคู่มอือา้งองิ

ปรับคา่ (การปรับคา่น ้ำ�
หนัก, การปรับคา่อณุหภมู)ิ

หลงัจากเปลี่ยนตำ�แหน่งที่ตัง้
หากการทดสอบระบวุา่ตอ้งมกีารปรับคา่

ด ู"การปรับแตง่" ในคู่มอือา้งองิ

การเปลี่ยนฟิวสส์ายไฟ หากฟิวสข์าด ด ู"การเปลี่ยนฟิวสส์ายไฟ"

ยงัเห็น

การเปลี่ยนฟิวสส์ายไฟ   หนา้ 20

การทำ�ความสะอาด   หนา้ 18

th
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5.2 การทำ(ความสะอาด

 ขอ้ควรระวงั
ถกูลวกเนื่องจากพื้นผวิรอ้น
ชิ้นสว่นภายในของชดุทำ�ความรอ้น รวมถงึชิ้นสว่นในชอ่งใสต่วัอยา่งอาจมอีณุหภมูสิงูถงึระดบัที่
อาจลวกผวิหนังไดห้ากสมัผัส

รอจนกระทั่งชดุทำ�ความรอ้นเย็นลงกอ่นจะทำ�งานบำ�รงุรักษา

5.2.1 การแยกชิ้นสว่นเพื่อทำ(ความสะอาด

5.2.1.1 การแยกชิ้นสว่นชอ่งใสต่วัอยา่ง

เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นปิดสวติชอ์ยู่

2

1

3

1 เปิดฝา
2 ถอดที่จับจานใสต่วัอยา่งออก (1)

3 ถอดที่วางจานใสต่วัอยา่งออก (2)

4 ถอดตู้ครอบออก (3)

5.2.1.2 การแยกชิ้นสว่นกระจกป้องกนั
กระจกป้องกนัตอ้งถอดออกก็ตอ่เมื่อจำ�เป็นตอ้งเชด็ทำ�ความสะอาดหลงักระจก

ประกาศ
ผลลพัธผ์ดิพลาดเนื่องจากหลอดไฟฮาโลเจนสกปรก
หากหลอดไฟฮาโลเจนเปื้อนวสัดกุาว ในขณะที่ถอดกระจกป้องกนัออก ความรอ้นอาจกระจายไม่
สม่ำ�เสมอ และทำ�ใหผ้ลลพัธบ์ดิเบอืน
1 อยา่สมัผัสหลอดไฟฮาโลเจน
2 หากคณุสมัผัสหลอดไฟฮาโลเจน ทำ�เชด็ทำ�ความสะอาดอยา่งระมดัระวงัดว้ยผา้ไรข้นชบุน ้ำ�

หมาด และสารละลายออ่น เชน่ ไอโซโพรพานอลหรอืเอทานอล 70%

วสัดทุ ี่จำ(เป็น
ไขควง
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เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นปิดสวติชอ์ยู่

1 2 3

1 เปิดฝา
2 ถอดสกร ู4 ตวั (1) ที่ยดึแหวนแผน่สะทอ้นอยา่ง

ระมดัระวงั
3 ถอดแหวนแผน่สะทอ้น (2) (ที่จับกระจก) ออก
4 คอ่ย ๆ ยกกระจกป้องกนั (3) ออกจากแหวนแผน่สะทอ้น

5.2.2 การทำ(ความสะอาดเครื่องมอื

ประกาศ
เครื่องมอืเสยีหายเนื่องจากวธิทีำ(ความสะอาดไมเ่หมาะสม
หากของเหลวเขา้สู่ตวัเรอืน เครื่องมอือาจเกดิความเสยีหายได ้พื้นผวิเครื่องมอือาจเสยีหายจาก
สารทำ�ความสะอาด สารละลาย หรอืการขดูขดีบางอยา่ง
1 อยา่ฉีดพน่หรอืเทของเหลวลงบนเครื่องมอื
2 ใชเ้ฉพาะสารทำ�ความสะอาดที่กำ�หนดในคู่มอือา้งองิ (RM) ของเครื่องมอืเทา่นัน้
3 ใชเ้ฉพาะผา้ไรข้นชบุน ้ำ�หมาดหรอืทชิชู่เพื่อทำ�ความสะอาดเครื่องมอืเทา่นัน้
4 เชด็ของเหลวที่หกทนัที

การทำ(ความสะอาดรอบ ๆ เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
ปัดฝุ่นหรอืเศษผงรอบ ๆ เครื่องวเิคราะหค์วามชื้น และหลกีเลี่ยงการทำ�ใหเ้ป้ือนมากขึ้น

การทำ(ความสะอาดหนา้จอ
เชด็หนา้จอดว้ยผา้หรอืทชิชู่ชบุน ้ำ�หมาดและสารทำ�ความสะอาดชนดิออ่น

การทำ(ความสะอาดชิ้นสว่นที่ถอดออกได้
ทำ�ความสะอาดชิ้นสว่นที่ถอดออกไดด้ว้ยเชด็หนา้จอดว้ยผา้หรอืทชิชู่ชบุน ้ำ�หมาดและสารทำ�ความสะอาด
ชนดิออ่น

การทำ(ความสะอาดเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
1 ใชผ้า้ชบุน ้ำ�หมาดที่ไมเ่ป็นขนกบัสารทำ�ความสะอาดแบบออ่นโยนเพื่อเชด็พื้นผวิของเครื่องวเิคราะห์

ความชื้น
2 เชด็ฝุ่นหรอืเศษผงดว้ยทชิชู่แบบใชแ้ลว้ทิ้งกอ่น
3 เชด็รอยเปื้อนเหนยีวดว้ยผา้ชบุน ้ำ�หมาดและสารละลายชนดิกอ่น เชน่ ไอโซโพรพานอลหรอืเอทานอล 70%

5.2.3 การเร ิ่มการทำ(งานหลงัจากการทำ(ความสะอาด
1 การประกอบเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นกลบัเขา้ที่เดมิ
2 เชื่อมตอ่เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นเขา้กบัแหลง่จา่ยไฟ
3 กด  เพื่อเปิดสวติชเ์ครื่องวเิคราะหค์วามชื้น
4 ตรวจสอบระดบั จัดเครื่องวเิคราะหค์วามชื้นใหร้ะนาบ ถา้จำ�เป็น
5 รอเวลาวอรม์เครื่องตามที่ระบใุน “ขอ้มลูทางเทคนคิ”
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6 ทดสอบเป็นประจำ�ตามระเบยีบภายในของบรษัิทของคณุ METTLER TOLEDO แนะนำ�ใหท้ดสอบ SmartCal
หลงัจากการทำ�ความสะอาดเครื่องชั่ง
เครื่องวเิคราะหค์วามชื้นพรอ้มใชง้านแลว้

5.3 การเปลี่ยนฟิวสส์ายไฟ

ประกาศ
ความเสยีหายเนื่องจากการจดัการฟิวสไ์มถ่กูตอ้ง
การใชฟิ้วสผ์ดิประเภทหรอืการจัดการฟิวสไ์มถ่กูตอ้งอาจทำ�ใหเ้ครื่องมอืชำ�รดุอยา่งแกไ้ขไมไ่ด ้
1 ใชเ้ฉพาะฟิวสท์ี่ถกูประเภทและมคีา่พกิดัที่ถกูตอ้งเทา่นัน้
2 อยา่เชื่อมวงจร (ลดัวงจร) ฟิวส์

หาก จอแสดงผลของเครื่องยงัคงมดืหลงัจากเปิดเครื่องแลว้ อาจเป็นไปได ้ วา่ฟิวสส์ายไฟขาด
ฟิวสส์ายไฟอยู่ที่ดา้นหลงัของเครื่องวเิคราะหค์วามชื้น

วสัดทุ ี่จำ(เป็น
ไขควง
ฟิวสส์ำ�รอง ดปูระเภทที่ถกูตอ้งใน [ขอ้มลูทั่วไป   หนา้ 20]

กระบวนการ
1 ถอดสายไฟ
2 ปลดล็อกฐานฟิวส ์กดไขควงลงในฐานฟิวส ์และหมนุเล็ก

นอ้ย (สงูสดุครึ่งรอบ)

3 ดงึฐานฟิวสอ์อกมา
4 ถอดฟิวสอ์อกและตรวจสอบสภาพฟิวส์
5 หากฟิวสข์าด ใหเ้ปลี่ยนฟิวสใ์หมด่ว้ยฟิวสป์ระเภท

เดยีวกนัและมคีา่พกิดัที่ระบเุทา่กนั
6 สอดฐานฟิวสแ์ละล็อกดว้ยการหมนุตามเข็มนาฬกิา
7 ตอ่สายไฟอกีครัง้

ยงัเห็น

ขอ้มลูทั่วไป   หนา้ 20

6 ขอ้มลูทางเทคนคิ

6.1 ขอ้มลูท ั่วไป

ระบบจา่ยไฟ

115 V AC 100 V–120 V AC, 50/60 Hz, 4 A

230 V AC 200 V-240 V AC, 50/60 Hz, 2 A

การแกวง่ของแรงดนั
ไฟฟ้า

-15%+10%

โหลดไฟฟ้าของหมอ้น ้ำ� สงูสดุ 400 W ในระหวา่งกระบวนการอบแหง้
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ฟิวสส์ายไฟ 115 V: 5 x 20 มม., F6.3AL250V (6.3 A, ฟิวสข์าดเร็ว, คา่พกิดักระแส
ต่ำ�)

230 V: 5 x 20 มม., F2.5AL250V (2.5 A, ฟิวสข์าดเร็ว, คา่พกิดักระแส
ต่ำ�)

การป้องกนัและมาตรฐาน

ประเภทแรงดนัไฟเกนิกำ�ลงั II

ระดบัมลภาวะ 2

มาตรฐานสำ�หรับความปลอดภยัและ
EMC

โปรดดทูี่คำ�ประกาศความสอดคลอ้งตามมาตรฐาน (สว่นหนึ่งของ
อปุกรณ ์มาตรฐาน)

ชว่งการใชง้าน เพื่อการใชง้านภายในหอ้งที่แหง้

สภาวะแวดลอ้ม

ความสงูเหนอืระดบัน ้ำ�ทะเล < 4000 เมตร
ชว่งอณุหภมูแิวดลอ้ม การทำ�งาน: +10 °C ถงึ +30 °C

(รับประกนัการทำ�งานที่ +5 °C ถงึ +40 °C)

ความชื้นอากาศสมัพัทธ์ สงูสดุ 80% ไมเ่กนิ +31 °C, ลดลงเป็นเชงิเสน้ถงึ 50% ที่ +40
°C
20% - 80% และไมค่วบแน่น

เวลาในการวอรม์เครื่อง อยา่งนอ้ย 60 นาท ีหลงัเชื่อมตอ่เครื่องมอืเขา้กบัแหลง่จา่ยไฟ
เครื่องมอืที่เปิดจากโหมดสแตนดบ์ายจะพรอ้มการทำ�งานทนัที

วสัดุ

ชุดทำ(ความรอ้น
ตวัเครื่อง PBT-GB20

ชอ่งตรวจสอบ PPS A504X90 (UL94-V0)

กระจก ป้องกนั เซรามกิแกว้
หลอดฮาโลเจน แกว้ควอตซ์
แผน่สะทอ้น สเตนเลสสตลี, X2CrNiMo17-2 (1.4404)

ฉากยดึแผน่สะทอ้น PPS A504X90 (UL94-V0)

ตู้ครอบ, แผน่รองดา้นใน สเตนเลสสตลี, X2CrNiMo17-2 (1.4404)

7 การกำ(จดัทิ้ง
อปุกรณน์ี้ไมส่ามารถกำ�จัดทิ้งเป็นขยะในครัวเรอืนได ้เพื่อใหเ้ป็นไปตามขอ้บงัคบัของสหภาพ
ยโุรป 2012/19/EC เกี่ยวกบัขยะเครื่องใชไ้ฟฟ้าและอปุกรณอ์เิล็กทรอนกิส ์(WEEE) ขอ้
กำ�หนดนี้ยงับงัคบัใชก้บัประเทศภายนอกสหภาพยโุรปตามขอ้กำ�หนดเฉพาะ ของประเทศนัน้ ๆ

โปรดกำ�จัดทิ้งผลติภณัฑน์ี้ใหส้อดคลอ้งตามกฎระเบยีบในทอ้งถิ่น ณ จดุจัดเก็บขยะเฉพาะของขยะเครื่องใช ้
ไฟฟ้าและอปุกรณอ์เิล็กทรอนกิส ์หากคณุมคีำ�ถามอื่นใด โปรดตดิตอ่หน่วยงานที่รับผดิชอบหรอืตวัแทนจำ�หน่าย
ที่คณุซื้ออปุกรณน์ี้ หากจะสง่ตอ่อปุกรณน์ี้ใหก้บับคุคลอื่น ยงัตอ้งเนื้อหาของกฎระเบยีบนี้ยงัมผีลเกี่ยวขอ้ง

th
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